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南部 ペルーの アンデス西斜面 にお ける環境利用

大 貫 良 夫*

Environmental Exploitation of the Western Slope of the Andes 

                 of Southern Peru

Yoshio ONUKI

   The higher elevations of the western slope of the Andes of 
southern Peru support vast tracts of puna and the lower levels are 
characterized by a gigantic plateau. Rivers cross the plateau in 
deep gorges, which inhibits the formation of extensive alluvial plains 
downstream. This, in turn, is a major factor that accounts for the 
lack of strong societies with large populations along the littoral of 
southern Peru. At the same time, the absence of a strong coastal 
society enabled the highlanders to manage effectively an archipela-

gic vertical control as modeled by Murra [1972]. 
   Today, the dominant type of vertical control on the western 

slope is the specialized one  [ONUKI  1978]. Each of the three well-
defined ecological zones is occupied by people specialized in its 
exploitation. Most probably there existed formerly a close, 
interdependent relationship among the three ecological zones, which 

were linked through trading and barter networks. 
   Wool industries appeared in the  puna in the latter half of the 

19th century, and the advance of truck transportation in the middle 
of the 20th century accelerated the alienation of the  puna herders 
from the traditionally interdependent, inter-zonal networks. In 
the kichwa zone, on the other hand, the milk industry established in 

 1950s led  kichwa farmers, especially to the south of Arequipa, to 
convert from subsistence pursuits to commercial milk and pastoral 

production. Economic changes both in the puna and  kichwa 
facilitated the breakdown of the traditionally interdependent 
network and the inhabitants of both zones became market-oriented. 
The yunga zone had already dropped-out, probably in the colonial 

period, from the system of interdependence. Now the system of
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vertical control is found  only in extremely remote places, such as the 

headwaters of the western slope. 

   But no ecological zone can be self-sufficient, and subsistence 

requirements must be satisfied through a system of exchange. This 

can no longer be called vertical control since Andean vertical 

control is a system of exploitation of multiple ecological zones in 

which exchange is carried out according to the conventional rate, 

which differs from that of the market. - This conventional rate is 

based on reciprocity which generally underpins all kinds of social, 

economic, and ritual behavior in the Andes. The true nature of 

Andean vertical control, therefore, should be sought in the local 

concept of reciprocity.

1..は じめ に

II.調 査 地 域 の 概要

皿.調 査 経 路

1V.南 ペル ー 西斜 面 の環 境 区分

V.環 境 利 用 の諸 形 態

1.Apurimac県Chalhuanca谷

2.Ayacucho県Parinacochas郡

3.Arequipa県Chuquibamba谷

4.Arequipa県Cotahuasi谷

5.Moquegua県Puquina-Omate

6.Moquegua県Moquegua谷

VI.プ ー ナ の牧 民

W.ア ンデ ス西 斜 面 の環 境 利 用 の類 型 と歴 史

田.結 論

1.は じ め に

中央アンデス高地の人間生活は,お よそ2,000mか ら3,000mの 高度差のなかに

展開されてきた。この大きな高度差は,当 然のことなが ら,高 度によって自然環境の

性格が異なることを意味し,人 間の側か らする.自然へのはた らきかけも,そ れ ら高度

に応じて異なる自然条件にあわせて,さ ま'ざまな異同をみせている。たしかに,海 抜

4,000mを 越える高地では,ラ クダ科動物やヒッジなどの飼育以外ほとんど他に有効

な食料生産の活動がみられず,一 方2,000m前 後の谷あいには,バ ナナ,オ レンジ,

パパイヤなど暖地産の果樹をはじめ,多 種類の農作物が植えられ,農 業が最も重要な

生業になっている。これ らのことは,ペ ルーの高地を一度でも旅行すれば,ま ず最初

に目に入ってくる現象であり,高 度差に対応 した自然ならびに人間生活の鮮やかな差

異は,き わめて印象的である。

こうして,高 度差はそれに応 じた自然資源の差を生み,そ れら異なる自然資源の利

用に基づ く人間の生業形態を生んだ。そして,そ れ らの生業形態が相互に結びあわさ
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れてアンデス高地の生活が成 り立 っており,そ の結合の方式に注目して最近のアンデ

ス高地の文化生態学の研究が進められてきた。そのような研究動向の直接的契機とな

ったのはMurraの 論文[MuRRA　 1972]で,以 後多 くの研究が発表され,そ のいく

つかは筆者も以前紹介 したことがある[大 貫　1978]。

　従来の研究は,ア ンデス高地でもどちらかというと分水嶺の東側に重点が置かれて

いた。Murraは16世 紀の事例のなかに,チ チカカ湖岸の民族がアンデス西斜面の谷

間までを利用する,非 常に広範囲な活動を営むものがあったことを記 しているが,最

近南ペルーのアレキーパ県高地の研究論文集が編まれ[PEAsE(ed).1977],現 在で

も南高地の牧畜民が太平洋沿岸にまで下 りて採集や交易活動を行なうことが紹介され,

西斜面の研究の必要性 も大きくなった。西斜面の高地と海岸 との交流については,す

でに先史時代から両者の関係があったわけで,ま とめの部分で多少その点について触

れることにするが,ナ スカ谷より南の地域に関しては,ほ とんど砺究が成されておら

ず,い わば未開拓の領域である。

　そこで,以 下において,南 ペルーのアンデス西斜面で試みた調査をもとに,観 察事

実と問題を整理してみようと思う。なお本調査は,昭 和53年 度文部省科学研究費によ

る海外調査 「中央アンデス農牧社会の民族学的研究　　海岸 ・高地 ・熱帯低地地域間

の動態的社会関係」(研 究代表者増田昭三)の 一環 として行なったものである。

亜.調 査地域 の概要

　アンデス山脈は,ペ ルー南部のパ ラカス半島をすぎると,そ の幅を急に増し,チ リ

領 とアルゼ ンチン領にまたがるに至 ってふたたび幅を減じる。この幅の増大は,太 平

洋沿岸部に広大な形でひろがる台地を形成 させている。その台地は,海 抜3,000m前

後の高 さをもち,ア ンデス山脈の分水嶺の西に平坦に伸び,太 平洋へ急峻な断崖とな

って落 ち込んでいる。したがって,海 岸部の地形は,ナ スカ谷以北と,そ れより南と

では大きなちがいをみせる。特にそのちがいは,河 川の形にはっきりと出ている。

　すなわち,ペ ルー北部のランバイェケ谷から南のナスカ谷までの地方では,ア ンデ

ス山脈 に端を発 して太平洋に注 ぐ諸河川は,上 流部において深い峡谷を刻んで斜面を

流れ下 り,中 流部から下流部にかけて,谷 底に沖積平野を作 り,し ばしば下流部には

扇形にひろがる平野を形成している。これに対 してナスカ谷の南にあるアカリー谷を

はじめそれより南では,高い台地が海岸にまで張 り出してきているために,河川は上流

から河口にまで,幅をやや変化させつつも,ほとんど峡谷のままの形で流れるのである。
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　幅の広くなったアンデス山脈は,南 ペルーに広大なプーナ地帯を作り出している。

すなわち,海 抜4,000mを 越える部分が非常に大きく,そ れだけ降雨量も大 きくなっ

ている。その結果,南 ペルーのアンデス山脈に源をもつ河川の水量は一般的に言 って

大きい。南ペルー最大のアプ リマック川の水量は有名であるが,太 平洋側に流れる川

も,雨 期のときはほとんど川幅いっぱいにあふれる。このため,峡 谷の形をとる河川

の谷底は,あ まり使いものにならない。特にオコーニャ谷とかマヘス(カ マナ)谷 な

ど大きな川の場合,中 流部から下流部の谷底はほとんど利用されていない。小規模の

耕地は開発 されているが,川 底の広大なひろがりに比べれば実に小さなものである。

ナスカ谷の北のイカ谷,そ れより北のチンチャ谷の沖積平野とそこに展開する耕地の

広さとはまさに好対照であり,そ のような平野を流れる川,す なわちイカ川やチンチ

ャ川は,逆 に水流の幅が極端にせまい。上流の方で灌瀧用に水をとるためであろうが,

下流まで流れてくる水はごくわずかなのである。こうして南ペルーの河川は,峡 谷の

ゆえに谷底平野がなく,下 流部ではあまり利用されないまま水が海に流れて しまう。

そこで近年ペルー政府は,こ の水を台地の上にあげて,峡 谷の外にひろがる広大な砂

漠を畑に変えようと計画 している。すでにタンボ川下流で砂漠の一部が緑野となり,

マヘス川下方の台地でもマヘス計画として大規模な開発が行なわれつつある。

　谷の狭さと深さに対して,高 地は無辺のひろがりとなだ らかな起伏の連続である。

けわしい雪山ははるか東方の端に退き,南 ペルーの高地は広い草地のプーナ地帯とな

り,農 耕には不適でも,家 畜飼育には都合がよい。ラクダ科動物の飼育は南ペルーで

最もさかんである。特に湿地を好むアルパカの飼育は,南 ペルー独特の生業であり産

業である。16世 紀以後,ウ シとヒツジが加わったが,リ ャマとアルパカの適応性は高

く,南 ペルー高地の主要な家畜 としての地位を失っていない。そしてそれら家畜飼育

を専業とする人びと,す なわち牧民(pastores)が 多 くいる。 最近になって この牧民

の民族学的研究が活発に行なわれはじめているが,南 ペルー高地の文化生態学にとっ

て,東 斜面であれ西斜面であれ,牧 民はきわめて重要な存在である。

　 この広大な高地のなかで河川が深い谷を刻む。そして上流部の谷間や斜面で農業が

営まれる。河川の下流部はほとんど使えないが,ま だ水量の少ない上流部の諸支流域

では,あ る程度の谷底平野があり,そ れに続 く緩傾斜の斜面 も農地に利用される。そ

して標高の高い斜面にも農地が開かれる。

　南ペルーのアンデス西斜面では,ア ンデス山脈の分水嶺か ら西へ台地が張 り出し,

太平洋岸で断崖を作る。河川は深い峡谷のまま海に注ぎ,下 流平野を形成しない。そ

れゆえに海岸地帯に大きな都市 も発達 しなかった。アレキーパやモケグア,タ クナな
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どの都市は,植 民地時代になってから発達 した。台地は海抜2,000mか ら3,000m

の高さで太平洋岸に連なり,砂 漠 もしくは半砂漠の景観を呈する。諸河川の上流部に

至ってはじめて,谷 底や斜面を農地 として利用できるようになる。また,台 地は東の

方へゆくにつれて徐々に高度を増し,海 抜4,000mの あたりから起伏の多い草地 とな

って,家 畜飼育が可能になる。この上流部の農業と高原の牧畜とが結びついて,ペ ル

ー高地に一般的なツエラ的生活様式ができあがる。但 し,牧 畜の重要性と,そ れに従

事する人口の大きさは,ペ ルーの他の高地 とは異なった,南 ペルーの特徴である。

皿.調 査 経 路

今回の調査は,1978年8月 末より11月初めまでのおよそ2カ 月間であった。南ペル

ーの西斜面については,民 族学的にも先史学的にも資料は皆無に近 く,南 ペルー西斜
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面という地域の概念を把握するために,広 範囲を見てまわる必要があった。そこで筆

者は特定の地域に定着 し集中的な調査をするのではな く,で きるだけ広 く歩きまわる

なかで,南 ペルーの一般的特色をつかみ出す仕事を担当した。したがって,各 地での

滞在は1日 から3日 くらいという短い時間となり,得 られる情報には限 りがあ り,き

わめて表面的なものとなったのはやむをえない。 しか しなが ら,乏 しい見聞とはいえ,

実際に南ペルーを歩き,現 地の人びとに接することはやはり貴重な経験というべきで,

南ペルーの西斜面の自然環境と生活の関係について,概 略的な展望を得ることができ

た。調査経路については,図1の 概念図に示す通 りである。

IV.南 ペル ー西斜面 の環境区分

　地 形 上 の特 徴 は,ペ ル ー の北 海 岸 や 中央海 岸 と異 な る と は いえ,ペ ル ー南 部 西 斜 面

の生 態学 的条 件 は,特 に環 境 区分 帯 と して み た 場 合,ペ ル ー の他 の 地 域 と共 通 す る 。

す な わ ち海岸 地 帯 は砂 漠 で あ り,河 川 の流 域 下 流 部 か ら中流 部 はユ ンガ で あ り,上 流

部 の 谷 間 は キ チ ュ ワ とな る。 そ して 海抜4,000m以 上 の高 原 は,プ ー ナ と して の諸 条

件 を もつ 。 本稿 で はPulgar　 Vidal[1946]の 用 法 に依拠 して環 境 区 分 を 設 け る 。 そ の

大 要 につ い て は別 稿 で 紹 介 した[大 貫 　 1978]が,表1の ご と くで あ る 。 な お ユ ンガ

につ い て,Pulgar　 Vidalは 海 岸 ユ ンガ と 山間 ユ ンガ を 区別 して い る。 そ して 海 岸 ユ

ンガ は ア ンデ ス 西斜 面 の海 抜500mか ら2,300　 mま で の と ころ に分 布 す る と して い

る。 南 ペル ー西 斜面 の 場合,諸 河 川 の下 流 に は もち ろん 海 岸 ユ ンガ が見 出せ るが,か

な り上 流 に入 った と ころ に もあ る。 定 義 的 に は海 岸 ユ ンガ とい え る の で あ るが,近 く

に は キ チ ュワ地 帯 が あ って,さ らに プ ーナ地 帯 との 関係 の強 か った歴 史 が あ って,ペ

ル ー の他 の地 域 の 山 間 ユ ンガ と共 通 す る点 が 多 い 。 そ う した河 谷 中 流 な い し上 流 の ユ

ンガ は,南 ペル ー に あ って は,河 谷 下 流 に つ な が る もので は な く,む し ろ高 地 につ な

が って い る ので あ る。 この 点 は,南 ペル ー西 斜 面 独 特 とい って よ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表1ア ン デ ス 高 地 の 環 境 区 分

海 抜 名 称 主 た る 特 徴

5,000m

プ ー ナ

(Puna)

起伏 の多 い な だ らか な草 原 。 寒 冷 。雨 量1,000mm以 上 。

植 物:チ ャ ンパ(Distichia　 muscoides)

　 　 　 イ チ ュ(StiPa　ichu)

作 物:ジ ャガ イモ,オ オ ムギ

家 畜:リ ャ マ(Lama　 glama　glama)

　 　 　 アル パ カ(Lama　 Pacos)

　 　 　 ヒ ツジ
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4,000m

ス ー 二

(Suni)

3,500m

キ チ ュ ワ

Kichwa

ま た は

Quechua

2,300m

1,000m

ユ ン ガ

(Yunga)

谷 の 源 頭;斜 面 上部;な だ らか な起 伏地 。 寒 冷 。

雨 量1,000mm以 上 。

植 物:タ 　 ヤ(LepidoPh211um　 sp.)

　 　 　 　キ ヌ アル(Polllepis　「acemosa)

　 　 　 　キ ス ワル(BuddleJ'a　sp.)

　 　 　 　イ チ ュ

作 物:マ シュ ワ(丁 吻 αθぬ 配 励870躍 切

　 　 　 　キ ノ ア(ChenoPodium　 quinoa)

　 　 　 　カ ニ ワ(ChenoPodiwm　 canihaα)

　 　 　 　オ ユ コ(Ullucus　 tuberosus)

　 　 　 　 ジ ャガ イモ,ソ ラマメ,オ オ ムギ,オ カ(Oxalis　 tubθ70∫a)

谷 上 流 部;山 の斜 面 。 温暖 だが霜 もあ る。 雨量1,000mm以 下 。

植 物:レ タ マ(Cassia　 sp・),モ リ ェ(Schinus　 molle),

　 　 　 　マ ゲ イ(A.gaue　amen'cana),ユ ーカ リ,サ ボ テ ン

作 物:ト ウ モ ロ コ シ,コ ムギ,ジ ャガ イモ,ソ ラマ メ,

　 　 　 　そ の他 野菜 類

果 樹:イ チヂ ク,ブ ドウ,ア ンズ,モ モ

家 　畜:牛,馬,ロ バ,ラ バ,ヒ ツ ジ,ヤ ギ な ど

山 の斜 面 下部;谷 底 。温 暖,乾 燥 。雨 量1,000　 m以 下 。

植 物:マ ゲ イ,サ ボ テ ン,モ リェ,ユ ー カ リ,ヤ ナ ギ

作 物:ト ゥ モ ロ コ シ,サ トウキ ビ,サ ッ マ イ モ,コ メ,そ の他

果 樹:パ パ イヤ,チ リモ ヤ(Annona　 cherimelia),

　 　 　 ル ク マ(Lescwma　 obovata),パ カ エ(lnga　feuillei),

　 　 　 　 ア ボカ ド(Persea　americana),ブ ドウ,オ レ ンジ,そ の他

(1)ユ ンガ の うち,海 岸 ユ ンガ は,海 抜500mか ら2,300　 mま で 。

(2)動 植 物 学 名 は,[PuLGal(・VIDAL　 1946]と[SouKuP　 1970]に 依 る。

V.環 境利用の諸形態

1.Apurimac県Chalhuanca谷

　 チ ャル ワ ンカ(Chalhuanca)谷 は,ア プ リマ ッ ク県 とア ヤ クチ ョ県 の境 と な るプ ー

ナ 地 帯 に端 を発 し,途 中 南 か らア ンタバ ンバ(Antabamba)谷 を 迎 え 入 れ,ア プ リマ

ック県 の首 都 アバ ンカ イ(Abancay)の 南側 を通 って ア プ リマ ック川 に合 流 す る。 こ

の チ ャル ワ ンカ谷 とそ の 南 側 の 山地 を ひ とつ に して こ こで 検 討 す る。 そ の 山地 は主 と

して プ ー ナ地 帯 と雪 山か ら成 るが,コ タ ワ シ(Cotahuasi)谷 方 面 に もつ な が り,チ ャ

ル ワ ンカ谷 は ア ンデ ス分 水 嶺 の 東側 に位 置 しつ つ も,西 斜 面 との 交 渉 が み られ る と こ

ろで あ る。

南海岸のナスカを出てアンデス山脈の西斜面を登る自動車道は,プ キオ(Puquio)
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か らア バ ンカ イ を経 て ク ス コ に通 じ,南 ペル ーの 最 も重要 な幹 線 道 路 の ひ とつ で あ る。

ナス カ か らお よ そ80km,約3時 間 の 急 な登 りを続 け る と,海 抜3,600　 mに 達 し,そ

れ まで の 乾 きき った荒 地 の 山 に草地 が み え は じめ,ヒ ツ ジの放 牧 が み られ る よ う にな

る。 そ して3,800mあ た りか らプ ー ナ地 帯 に特 徴 的 な イ チ ュ と い う草 が 多 くな り,そ

れ と と もに プ ー ナ の野 生 動 物 の 代 表 と もいえ る ラ クダ 科 の ビク ー ニ ャ が姿 を 現 わ す 。

山 はす で に な だ らか な起 伏 の 高 原 に変 る。 この平 坦 と もい え る プ ー ナ地 帯 の まん な か

に プ ンタ ・ガ レー ラ(Punta　 Galera)が あ り,そ こに は,ビ ク ー ニ ャの保 護 と繁 殖 に

あた るペ ル ー ・ ドイ ツ合 同 の事 業 所 が あ る。 こ こをす ぎ る と道 は下 りに な り,ナ ス カ

よ り143km,時 間 に して お よそ5時 間 でル カ ナ ス(Lucanas)の 村 に着 く。海 抜3,375

mの この 村 はせ まい 谷 間 に あ り,両 側 の 山 の斜 面 下部 を畑 に して い る。

　 この村 の 東 側,谷 の左 岸 側 の 山上 に プ ラプ ク(Purapucu)と い う遺 跡 が あ る。 粗 石

や整 形 した 石 の 建 物 が あ り,そ の積 み方 を は じめ,表 面 に落 ちて い る土 器 片 の幾 何 学

文 は,明 らか に イ ンカ様 式 で あ る。 保 存良 好 の建 物 の ひ とつ は,自 然 の 山 の斜 面 を 奥

壁 に利 用 した もの で,内 部 の 幅約2m,長 さ4mの 長 方 形 を 呈 し,長 辺 の 中央 に幅

1m程 の 入 口が あ い て い る。 内部 の天 井高 は約2血,石 壁 の 厚 さ はlmと 厚 い 。 天 井

に は長 さ2m以 上 の大 石 を 渡 して い る。 この よ うな建 物 の ほ か に,周 囲 に は長 方 形,

方 形,円 形 の,粗 石 積 の 建物 が 密 に分 布 して い る。長 方 形 の 建 物 は,墓 室 と もみ え る

が,そ の 他 は住 居 の跡 と考 え られ る。

　 ル カ ナ ス を 出て 谷 沿 い に下 って少 し行 くと プ キ オの 町 で あ る。 海 抜3,200m,比 較

的平 坦 な土 地 に か こ まれ た 町 で,周 囲 は牛 の 牧 場 とな って い る。 プ キ オ を 出 て 約1時

間 半,海 抜4,350mに 達 す る とま さに 広大 無 辺 の プー ナ の草 原 で あ る。 お よそ2時 間

この プ ー ナ地 帯 を横 切 った の ちに チ ャル ワ ンカ谷 へ の 下 りと な る。 プ キ オや ル カ ナ ス

の あ る谷 間 は,ア カ リー(Acari)谷 の源 流 部分 で あ る か ら,プ キオ を す ぎて チ ャル ワ

ンカ に向 か って 横切 る プ ー ナ地 帯 が この部 分 の ア ンデ ス山脈 の 分水 嶺 とな る。 下 り道

にな って4,000　 mか ら3,800　 mあ た りの と ころ に は,イ チ ュで 屋 根 を 葺 い た,粗 末

な石 造 りの 家 が 点在 し,そ の家 の周 囲 には,石 積 み の 囲 い が あ る。 これ らは,エ ス

タ ンシ ア(estancia)と よ ばれ,リ ャマ や ア ルパ カ の飼 育 を 営 む牧 民 の住 居 で あ る。

ここを 過 ぎて 谷 間 に入 る と,海 抜3,400mあ た りか ら,谷 の両 側 の斜 面 下 部 に整 然

と した 階段 畑 が み え は じ め,灌 木 類 や ユ ー カ リの木 が 姿 を 現 わす 。 そ して コタル セ

(Cotaruse),カ ライバ ンバ(Caraybamba)な どの 村 が形 成 され,や が て海 抜2,900　 m

の チ ャル ワ ンカ の町 に着 く。

　 チ ャル ワ ンカ は,南 海 岸 の ナ ス カ か らク ス コへ 通 ず る幹 線 道 路 に面 し,バ スや トラ
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写真1　 プ ー ナ の 牧 民 の エ ス タ ン シ ア

ック の 中継 地 と して商 業 活 動 が さか ん で あ る。 しか し住 民 の 少 な くと も半 分 は農 民 で,

幅 のせ ま い河 岸 段 丘 と,そ の背 後 の 急 峻 な 山 腹 に 畑 を作 る。 チ ャル ワ ンカ の農 業 は ト

ウモ ロコ シ,ジ ャガ イ モ,オ オ ムギ,コ ムギ,ソ ラマ メ を主 作 物 と し,ほ とん どが 自

家 用 で,換 金 す る の は,ご く少 量 に す ぎ な い 。 チ ャル ワ ンカの 人 び と は,山 の 上 の

プ ーナ を直 接 利 用 す る こ とが な い 。 プ ー ナ に は牧 民 が い て,チ ャル ワ ンカ と は ま った

くべ つ の カ テ ゴ リー に入 る もの と され て い る。 もち ろん 通 婚 関係 は な い。 牧 民 た ち は

必 要 に応 じて チ ャル ワ ンカ に下 りて きて,砂 糖 や 塩 を 買 う。 そ の とき チ ャル キ とい う

乾 燥 肉や ア ルパ カ の毛 な ど,プ ー ナ の特 産 物 を も って くる。 か つ て は,牧 民 とチ ャ

ル ワ ンカの住 民 との間 に は物 々交 換 が行 な わ れ たで あ ろ うが,現 在 はほ とん ど貨 幣を

媒 介 と した交 換 で あ る。 チ ャル ワ ンカ に は ア ルパ カ の毛 を 扱 う大 きな 商社 の支 店 が あ

り,プ ー ナ地 帯 で毛 を集 め,チ ャル ワ ンカ に そ れ を集 積 した あ と,ト ラ ックで プ ー ノ

(Puno)に 運 び,そ こか らお そ ら くア レキ ーパ 経 由で 国 際 市 場 へ と出 して い る。 した

が って,牧 民 はプ ー ナ地 帯 です で に貨 幣 を 入手 して い る の で あ る。

　 チ ャル ワ ンカ の少 し南 に カ ライバ ンバ の 村 が あ る。 この村 は 同名 の 小 さな谷 間 に少

し入 った と こ ろ にあ るが,谷 の両 側 に天 に も と どか ん ば か りに続 く階 段 畑 は壮 観 で あ

る 。 そ の階 段 畑 は海 抜3,800mあ た りま で あ り,下 限 は3,200な い し3,100mあ た

りに あ る。 畑 は ほ とん どキ チ ュ ワ地 帯 に位 置 す るが,上 端 は ス ー 二地 帯 に入 る。 そ し

て この 部分 に大 き な遺 跡 が あ り,カ ライバ ンバ を くわ し く調 査 した友 枝 に よ る と,か

っ て はそ こに住 んで いた とい う伝 承 が残 って い る とい う。 チ ャル ワ ンカ や カ ラ イバ ン

バ は,キ チ ュ ワ=ス ー二地 帯 の農 業 を経 済 的 基 盤 に して い るが,古 くは そ の上 端 に居
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写真2　 カ ラ イ バ ン バ の 階 段 畑

を 構 え て,そ れ よ り下 方 の 畑 を運 営 して い た もの か も しれ な い。 そ うな る とプ ー ナ地

帯 は 目の 前 で 弟 り,プ ー ナ の利 用 に も便 利 が よか った で あ ろ う。 た とえ プ ーナ は牧 民

の土 地 で あ った と して も,そ の牧 民 との 相 互 依 存 の 関係 は今 日よ りは る か に密 接 で あ

った に ちが い ない 。

　 カ ライバ ンバ の谷 を 源 まで つ める と起 伏 の 多 い プ ーナ 地 帯 に な る。 そ して モ リェバ

ンバ(Mo11ebamba)の 村 へ 下 り,ふ た た び高 い 山 を越 えて ア ンタバ ンバ に着 く。 カ

ラィバ ンバ か らお よそ100kmの 道 の りで あ る が,5時 間 を 要 す る 難 路 で あ る。 それ

だ け起 伏 が は げ しい山 地 とい え るが,こ の 自動 車 道 よ り少 し南 の方 とか,ア ンタバ ン

バ の東 の方 に は も っと なだ らか なプ ー ナ地 帯 が ひ ろが り,牧 民 の エ ス タ ン シアが 点 在

す るよ うで あ る。 ア ンタバ ンバ は,山 奥 に あ る町 に して は大 き くか つ 近 代 的 で,家 屋

の屋 根 は赤 瓦 の もの が ほ とん どで,大 きな学 校 や 立 派 な 教 会,毎 日開 くわ けで は な い

が劇 場 兼 映画 館 もあ る。 住 民 は メ ステ ィー ソ が主 体 で,多 くは プー ナ 地 帯 や村 の近 く

で 牛 を 飼 って い る。裕 福 な牛 飼 い は リマ に家 を もち,そ こへ 子 供 達 を 送 って教 育 させ

た り して い る 。 ア ンタバ ンバ の町 の上 方 の 山 の斜 面 に は小 さな 農 民 の 家 が 散在 し,ジ

ャガ イ モの 栽培 と家 畜(リ ャマ や牛)の 飼 育 を 細 々 と行 な って い る。 ア ン タバ ンバ は

海 抜 約3,600mに あ って,キ チ ュワ地 帯 の上 限で あ る。 そ して 町 の下 の 海抜 約3,200

mの 谷底 か ら4,100m程 の 高 さ まで に わ た って,・ 急 峻 な斜 面 が 畑 や 牧 場 に な って い

る。 ア ンタバ ンバ の牛 は近 隣 で は な く,遠 くア レキ ーパ とか リマな どの 海 岸低 地 の大

都 市 に売 られ る もの で あ り,ア ンタバ ンバ は 周 囲 の村 や町 を 一 足 とび に越 え て,経 済

的 に も文化 的 に も都 市 に よ り強 く結 びつ い て い る。
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　 さて チ ャル ワ ンカ谷 に も ど り さ らに下 って ゆ くと,海 抜2,400mあ た りか ら周 囲の

植 物 景 観 が 少 しち が って くる。 そ れ まで 多 くあ った モ リェ(Schinus　 molle),マ ゲ イ

(Agave　americana),レ タ マ(Ca∬ia　 sp.)な ど の ほ か に,ル ク マ(Lucwma　 obovatの や チ

リモ ヤ(Annona　 cherimolia),パ パ イ ヤ,オ レン ジな どの 果 樹 が み え は じめ,空 気 は暖

か くな り,乾 燥 が強 ま る。 つ ま りキ チ ュワ地 帯 か らユ ンガ 地帯 に移 る の で あ る。 そ し

て この ユ ンガ地 帯 は さ らに下方 の アバ ンカ イま で 続 く。 ア バ ンカ イ周 辺 の農 業地 帯 は,

現在 や や衰 えて はい るが サ トウキ ビは じめ,果 樹,ト ウモ ロ コ シな ど を産 し,多 くは

自家 用 とい うよ り も換 金 作 物 で あ り,10年 程 前 まで は大 規 模 な ア シエ ンダ経 営 の み ら

れ た と こ ろで あ る 。

　以 上 の観 察 を もと に,チ ャル ワ ンカ谷 を 中 心 に して や や 広 い地 域 を図 式 的 に と らえ

る とす れ ば,そ の環 境 利 用 の形 は,表2の よ う に ま とめ る こと がで き る。 す な わ ち,

ま ず高 い とこ ろ に あ るプ ー ナ地 帯 に は,牧 民 が い て リャマ とアル パ カの 飼 育 を行 な う。

ま た プ ー ナ の一 部 は牛 の 飼 育 に も用 い られ る。 牧 民 の 産 す るアル パ カ の毛 は,ほ とん

どが プ ー ノ に拠 点 を もつ 獣 毛業 者 が買 い と って しま う。 ま た,牛 は メ ス テ ィー ソの牛

飼 い に よ って大 都 会 に売 り さば か れ る。 こ う して,プ ー ナ地 帯 は近 隣 の 農 村 よ り も,

遠 い と ころ に 中枢 を もつ 国 家経 済 や 国 際経 済 と結 び つ い た形 に な る。 しか しな が ら,

表2チ ャ ル ワ ン カ 谷 の 環 境 利 用

海 抜

5,000m

4.000　 rm

3,500m

2,800m

2,400m

1,000m

環 境

プ ー ナ

ス　ー 二

キ チ ュワ

生 業 と 経 済

牧 畜(1):ア ル パ カ,リ ャ

マ

牧 畜(2):ウ シ

農 業 と牧 畜(ジ ャガ イモ,

リャマ,ウ シ)

農 業:ジ ヤガ イモ,オ

オ ムギ,ソ ラマ

メ

農 業:ト ウ モ ロ コ シ

商 業

主 た る集 落

エスタンシアに

分散

ア ンタバ ンバ

カ ライバ ンバ

モ リェバ ンバ

チ ャル ワ ンカ

環 境 利 用

交

換

キ チ ュワ

ユ ン ガ

農 業:ト ウモ ロコシ,

サ トウキ ビ等 の

他,す べて換金

作物

無 入

アバ ンカ イ

△:遺 跡
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写真3プ ー ナ の ア ル パ カ 放 牧

近隣の農村との伝統的な関係が必ずしも絶たれてはいないようで,そ の点については

カライバンバなどのくわ しい調査が明 らかにすることであろう。

　キチュワ地帯の住民は各所に村落を構え,そ の上下の斜面を耕作する。キチュワ上

部からスー二地帯でジャガイモやムギ類,ソ ラマメなどを,下 の方で主として トウモ

ロコシを作る。 この地帯でモ リェバ ンバは特異な存在で,将 来の研究にとって興味深

い。まず,住 居がほとんどすべて草葺き屋根で,他 の赤瓦や トタンの屋根の多い集落

とは異なる。そして住民のほとんどがインディオで,ケ チュア語が優勢で,ス ペイン

語が通 じにくい。女性の服装は典型的なインディオ様式である。ア ンタバ ンバ,カ ラ

イバンバ,チ ャルワンカなどメスティーソが主体の村や町にくらべて,き わめて伝統

的な色彩が濃いといえる。時間の都合でモ リェバンバに立寄れなかったのは遺憾であ

ったが,く わしい調査を してみる価値がありそうである。

　ユンガ地帯は最近までアシエンダ経営の行なわれていた ところで,サ トウキビの植

付けと砂糖の生産がさかんであったが,10年 前の農業改革で個人経営や組合経営に変

ってからは活動が大幅に低下 した。それでもユンガ地帯の農業は国家経済(市場経済)

の一環であるという性格は変っていない。

　アンデス高地の環境利用は,同 一エスニック ・グループが異なる生態学的ゾーンを

複合的に利用する方式か,異 なるエスニック ・グループが異なる生態学的ゾーンを開

発 し,交 換を通して相互依存の関係を保つ方式を基本にしているが,チ ャルワンカ谷

の場合,そ の前者の方式はなく,後 者の形はとっていて も,相 互依存の関係は弱まっ

ている。 わずかにプーナとキチュワ=スー二との間に,完 全な相互補完ではないが,
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古くからの結びつきが残 っているにすぎない。

2.Ayacucho県Parinacochas郡

　 プ キ オ か ら東 へ 行 く道 は,乾 燥 の強 い 山 地 を抜 け る。 灌 木 の 林 も と ころ に よ って は

あ り,キ ヌ ワル(PolylePis　 sp.)の 林 な どあ る と ころ を み る と,ス ー 二地 帯 に入 る と し

て よ か ろ う。 人 間 の居住 はな く,プ キオ とか チ ャ ビー ニ ャ(Chavifia)な ど,少 し下 の

キ チ ュ ワ地 帯 の住 民 が薪 とか木 材 用 に灌 木 を 利 用す る ら しい 。 プ キ オ か ら約100km,

5時 間 の悪 路 の道 の りを経 て,海 抜3,060mの コ ラ コ ラ(Coracora)に 着 く。三 方 を

山 に 囲 ま れ た広 い盆 地 状 の な だ らか な傾 斜 を もつ平 坦地 で,そ こ は太 平 洋 に入 る ヤ ウ

カ(Yauca)谷 の源 流 地 帯 で あ る。 コ ラ コ ラの 町 は 碁盤 目状 の 整 然 と した 町並 み を み

せ,中 央 の広 場 に面 して 教会,市 役 所 が 配 置 され,非 常 に近 代 的 な 感 じの 町 で あ る。

住 民 の大 半 は メ ス テ ィー ソで,町 の外 に ひ ろが る牧 場 で牛 を 飼 育 して い る。 こ この牛

や 乳 製 品 は南 海 岸 の ナ スカ や そ こを経 由 して リマの 方 に売 られ て ゆ くが,か つ て は一

部 が プ ー ナ の住 民 の リャマ や ロバ の背 に乗 せ られ,チ ャル ワ ンカ方 面 に も運 ば れ た と

い う。 しか し,ヤ ウ カ谷 の方 に つ な が る 自動 車 道 が で き,プ キ オ と コ ラ コ ラ も 自動 車

で 結 ば れ て い る今 日,チ ャル ワ ンカ へ運 ぶ の は あ ま り得 策 で な く,最 近 は 自動 車 を利

用 して 海 岸 地 方 との取 引 きだ け にな って しま った ら しい 。

　 コ ラ コ ラを 出 て盆 地 の端 を まわ り こむ よ うに して 南 へ 行 く と,盆 地 の はず れ に チ ュ

ン ピ(Chumpi)と い う小 さな村 が あ る。 ここ は コ ラ コ ラと は対 照 的 に,イ ンデ ィオ

的 色 彩 が 濃 い と ころ で,村 よ り下 方 に ひ ろ が る畑 の 耕 作 を行 な って い る。 チ ュ ン ピを

す ぎ小 灌 木 の 多 い荒 地 を抜 け る と,前 方 にパ リナ コチ ャ(Parinacocha)湖 が み え て

くる。 直 径10km程 の大 塩 湖 で,湖 岸 に は 白い 塩 が 堆 積す る。 そ の手 前 は草 地 にな

って いて,牛 の 放 牧 場 に な って い る。 湖 面 はお よ そ海 抜3,270mで あ る。

　 湖 の 東 北 に イ ンク ー ヨ(Incuyo)の 町 が あ る。 この 町 の 東側 の斜 面 が畑 に な って い

て,ジ ャガ イ モ や トウモ ロコ シを 作 る。 そ こは3,200mか ら3,000mく らい まで の

斜 面 で,畑 と して は あ ま り大 き くな い。 た だ,こ の 斜 面 を さ らに東 へ下 る とパ ウサ

(Pausa)の 谷 に 入 る。 そ こ は オ コー ニ ャ(Ocofia)谷 の 上 流 の一 支 流 で,谷 間 は温 暖

で オ レ ンジな ど柑 橘 類 を産 す る とい う。 パ ウサ は海 抜2,500m,平 坦 な河 岸 段 丘 上 に

ひ ろが る農 地 は,ほ ぼ ユ ンガ地 帯 の 上 限 に 入 る もの と思 わ れ る。 そ してパ ウサ は イ ン

ク ー ヨを経 て 南 海 岸 に 自動車 道 で つ なが って い る。

　 以 上,チ ャ ビー ニ ャ,コ ラコ ラ,イ ン クー ヨ,パ ウサ の 一 帯 を,パ リナ コ チ ャス郡

と して ま とめ る と,表3の よ うな 環 境 利 用 の 図式 が 得 られ る。 プ ー ナ は,プ キ オ とチ
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写真4　 パ リ ナ コ チ ャ 湖

ヤル ワ ンカの 間 に ひ ろが る もの が コ ラ コ ラや チ ャ ビー ニ ャの 地 方 にの び て い る。 リャ

マ や アル パ カの 牧 畜 地 帯 で あ る が,牧 民 は プー ナ の北 の チ ャル ワ ンカ や ア ンタバ ンバ,

オ コ ーニ ャ谷 上 流 の コタ ワ シな ど に結 び つ い て い て,南 の コ ラコ ラ方 面 とは あ ま り関

係 を もた な い よ うで あ る。 コ ラ コ ラ周 辺 の キチ ュ ワ地 帯 は,牛 の牧 場 と して さ か ん に

利 用 され て い るが,そ の ほ か トウ モ ロ コ シ,オ オ ム ギ,ジ ャガ イモ の た め の畑 もあ る。

パ ウサ方 面 の ユ ンガ 地 帯 は実 際 に は 目に して お らず
,は っ き りと した こ と は言 え な い

が,果 実 類 は多 くが 換 金 用 にな って い る と思 わ れ る。 た だ,プ ー ナの 牧 民 の交 易 品 の

な か に乾 燥 果 実 が しば しば 見 出 され る ので,牧 民 との 関係 が み られ るか も しれ な い 。

　 チ ャ ビー ニ ャ と コ ラ コ ラで は,町 の郊 外 の 小 高 い 山 上 に遺 跡 が あ る。 チ ャ ビー ニ ャ

表3　 パ リ ナ コ チ ャ ス 郡 の 環 境 利 用

海 抜

4,000m

3,800m

2,800m

2,600m

環 境

プ ー ナ

ス 　ー 二・

キ チ ュ ワ

生 業 と 経 済

牧 畜:ア ル パ カ,リ ャ

マ

ユ ン ガ

牧　 　畜:ウ シ

農 業:ト ウモ ロコシ,

　 　 　 　 ジ ヤガイモ,オ

　 　 　 　 オムギ

農　　業:果 樹

主 た る集 落

エスタンシアに

分散

　 　 　 　　 ム

インクー ヨ

チ ュンピ　　ム

コラコラ　　ム

パ ウサ

環 境 利 用

令

遺 跡
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写真5　 サ ン ケ サ ン ケ 遺 跡 の 小 山

付 近 の アル トク ワ チ ャナ(Altoqhuachana),ア ンカ ス コ チ ャ(Ancascocha),セ レナ

パ ク チ ャ(Serenapaccha),コ ラ コ ラ付 近 の サ ンケ サ ンケ(Sanquesanque)そ の 他 で

あ る。 また パ リナ コチ ャ湖 の まわ りに はい くつ か あ る ら しいが 実 見 す る余 裕 が な か っ

た 。 こ こか ら山 づ た い に海 岸 へ ゆ く と,チ ャ ラ(Chala)の 町 に 出 て,ケ ブ ラーダ ・

デ ・ラ ・バ カ(Quebrada　 de　la　Vaca)の 大 遺 跡 や イ ンカ 王道 が あ る。 イ ンカ帝 国 の

伝 承 で は,比 較 的 早 い時 期 にパ リナ コ チ ャか ら南 海 岸 へ の進 出が 行 な わ れ た よ うで,

コ ラコ ラの サ ンケ サ ンケ な ど は,イ ンカ 帝 国 の そ う した進 出の 拠 点 と もな った可 能 性

が あ る。 パ リナ コチ ャか ら コ ラコ ラ お よび 海岸 地 方 の ヤ ウ カ谷 の 先 史学 的 調査 は,イ

ンカ帝 国 の伝 承 とあ わせ て 進 めて み る と興 味 深 い の で は な か ろ う か。

3.Arequipa県Chuquibamba谷

　南 ペル ー最 大 に して,ペ ル ー第 二 の 都 市 ア レキ ーパ か ら西 へ ゆ き,途 中 でパ ンア メ

リカ ン ・ハ イ ウ ェ イを はな れ て進 む と,マ ヘ ス(Majes)川 に 出 る 。 道 路 が この川 を

渡 る あ た りはす で に下 流部 で,河 口 ま で60kmく らい しか な い と こ ろで あ る が,川

の両 側 は切 り立 つ断 崖 を 呈 して い て,谷 幅 はlkmあ る か ない か とい ったせ ま さ で あ

る。 した が って,谷 幅 い っぱ い に河 礫 の ひ ろ が る状 態 で,畑 は幅 の せ まい 河岸 段 丘 や

水 の かぶ らな い谷 底 の平 地 を利 用 して 作 られ て い る。 これ らの 畑 で は,ト ウモ ロ コ シ,

サ トウ キ ビ,コ メな どを主 に作 り,バ ナナ,パ パ イ ヤ そ の他 暖 地 産 の 果樹 も多 い。10

年 前 ま で は ア シ エ ンダ経 営 に よ る農 地 で あ った 。 ア プ ラオ(Aplao)の 町 を 出て 急 坂

を 登 る と,マ ヘ ス川 の 右岸 の段 丘 上 に 出 る。 あ た り全 域 が乾 き き った 砂漠 で あ る が,
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写真6マ ヘ ス 川 下 流

近 年 に至 り灌漑 工 事 を行 な って,段 丘 上 の 平 坦 地 の一 部 に水 を ひ き,そ こを緑 野 に し

て 牛 を 飼 い は じめ た。 海抜1　 ,OOO　m程 の と ころ に あ る こ の人 工 の 牧 草地 帯 を横 切 る

と,ま さ に一 木 一 草 な い 砂 漠 と禿 山で,そ こ に深 い 峡 谷 を え ぐ って チ ュ キハ ンハ の 谷

が あ る。 この 谷 沿 い に 山道 を登 り,海 抜2,500mあ た りに な る と,両 側 の斜 面 が な

だ らか とな り,人 家 や畑 が みえ は じめ,や がて 海 抜2,970mの チ ュキ バ ンハ の 町 に

着 く。 ア レキ ー パ よ り約250km,約5時 間 の 道 の りで あ る 。

　 チ ュキ バ ンハ の 町 は,同 名の 谷 の源 流部 に あ り,周 囲三 方 は4,000mを 越 え る山

で あ る。 町 とそ の ま わ りの 畑 は,三 方 の 山か ら落 ちて くる斜 面 の上 に乗 る。 畑 に は細

い灌漑 用 の水 路 が は りめ ぐ らされ,牧 草 を植 え て い る畑 が 多 く,水 際 や家 屋 まわ りの

木 々が 色 濃 い 緑 を 添 え て,美 しい眺 望 の楽 しめ る谷 間 で,キ チ ュ ワ地 帯 の典 型 と もい

写真7 ナユキハ ンハの町(中 央やや右)と 谷間
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って よい と ころ で あ る 。牛 を飼 い牛 乳 を売 りに 出す ほか に,畑 で は トウモ ロ コ シ,オ

オ ムギ,ジ ャガ イ モ を 主作 物 と して い る。 さ らに ア プ ラオの 少 し上 の 新 しい緑 野 に土

地 を 買 い,牛 を 飼 う者 もい る。

　 チ ュ キバ ンバ の ま わ りの 山 々 は,そ の背 後 に広 大 な プ ー ナ地 帯 を も って お り,そ こ

に は エ ス タ ンシア を構 え た牧 民 が い る。 チ ュキバ ンバ の人 び とは牧 民達 を 「イ ンデ ィ

オ シ ト」 と よん で い る 。牧 民 は リャ マの 背 に薪 を 積 ん で 町 に下 りて くる こ とが あ り,

町 の人 び と はそ れ に よ び か け て必 要 なだ け薪 を買 う。 売 って 得 た 金 で 牧 民 は 自分達 の

ほ しい もの を 商店 で 買 う。 牛 に よ る収 入 が あ り,ア レキ ー パ 方 面 との つ な が り も強 い

ので,町 の 人 び とは あ ま りプ ー ナ に 関心 を示 さ な い。 ま た プ ー ナ の人 び と も,大 きな

コ ロブ ナ 山(6,425　 m)の 南 側 のせ ま い プ ーナ よ り も,そ の北 側 に ひ ろが るプ ー ナ を 重

要 視 して い る ら し く,エ ス タ ン シア の分 布 は北側 の方 が 多 い 。 そ して,そ こか らプ ー

ナ づ た い に クス コ県 や ア レキ ーパ 県 カ イ ヨマ(Cailloma)郡 そ して プ ー ノ県 と結 び つ

く方 を好 んで い る ら しい 。 ご く僅 か な 聞込 み で あ る が,チ ュキバ ンバ と プ ー ナの 関 係

は 弱 い よ うで あ る。 チ ュキ バ ンバ の 北,コ ロブ ナ 山 に さ らに近 い と こ ろ に,海 抜 お よ

そ3,200mの 町 パ ンパ コル カ(Pampacolca)が あ る。 チ ュキバ ンバ か らの 自動 車道 も

通 じて い るが,か な り山 奥 で チ ュキ バ ンバ よ り不 便 な と ころ で あ る。 しか し,プ ー ナ

との 結 び つ きは かな り強 い よ うで,コ タ ワ シの方 で とれ る岩 塩 や牧 民 の 産 物 は,プ ー

ナを 通 って このパ ンパ コル カに 運 ば れ る ことが 多 い とい う。

　 この チ ュキバ ンバ に は,ハ ラ ンパ(Jarampa)と い う名 前 の 大 きな 遺 跡 が あ る 。 濃

い赤 色 で よ くみ が い た地 色 の 上 に黒 で 文 様 を描 く,い わ ゆ るチ ュキバ ンバ 様 式 の 土 器

片 を 出す と ころで あ る。 遺 跡 の あ る丘 の斜 面 に は,階 段 畑 の 跡 が た くさん あ り,往 時

の繁 栄 ぶ りを偲 ばせ る。 丘 の頂 上 付 近 に は,使 い 古 され た石 臼 が何10個 とな く捨 て ら

れ て お り,斜 面 に何10本 もの平 行 の縞 目を残 す 階 段 畑 と共 に,さ かん な農 業 の行 なわ

れ て い た こ とを物 語 る。

　 チ ュ キバ ンバ か ら コ タ ワ シ方 面 に通 ず る道 を と って 町 の 背 後 の 山 を登 りき る と,海

抜4,000mか ら4,600mの 高 さで ひ ろ が る プー ナ地 帯 で あ る。 チ ュ キバ ンバ か らお

よ そ1時 間,道 の左 手 の丘 の 中腹 に遺 跡 が あ る。 長 方 形 の 建 物 が 多 く,入 口 は ほ とん

ど が北 側 に あ り,巨 大 な コ ロブ ナ の雪 山 に 向 か って い る。 小 灌 木 の 多 い と ころで,ス

ー 二 と プ ー ナの 接点 と もい え る
。 土 器 片 は チ ュ キバ ンバ 様 式 で はな く,イ ンカ様 式 に

入 る よ うにみ え る。 建 物 の数 は判 然 と しな いが,少 な くと も300mか ら500mく ら

い に わ た って建 物 が 分布 し,小 さ な集 落 の規 模 に は な る。 農 耕 は不可 能 で あ る か ら,

家畜 を 飼 う人 び との 住 む と ころ と い う可 能性 は あ る が,石 造 の 立 派 な外 観 か らす る と,
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表4チ ュ キ バ ン バ 谷 の 環 境 利 用

海 抜 環 境

プ ー ナ

生 業 と 経 済

牧 畜:リ ャマ,ア ルパ

カ

主 た る 集 落 環 境 利 用

4,000m

3,500m
ス ー 二

キ チ ュワ

農 業:ト ウ モ ロ コ シ,

ジ ヤガ イモ,牧

草

牧 畜:ウ シ

商 業

無 人

チ ュ キバ ンバ

交

換

2,500m

無 人
1,000m ユ ン ガ

牧畜(ウ シ)と 牧草作 り
500m

農 業:コ メ,ト ウ モ ロ

コ シ,果 樹,サ

トウキ ビ

アプ ラオ

△:遺 　跡

特殊な行政上の機能をもつものであったろう。

　チュキバ ンバ谷を中心に,隣 接するプーナからアプラオまで含めて,そ の環境利用

を概観すると,表4の ようになる。プーナ,キ チュワ,ユ ンガはそれぞれの住民の利

用するところであるが,近 年になってマヘス川の段丘に牧草地が作 られ,そ こに土地

を所有したためにキチュワとユンガの両方を利用する者がチュキバンバの町に現われ

た。しかし,こ の異なる生態学的ゾーンの利用は,少 数の限られた者によって行なわ

れているもので,そ の目的は乳牛ならびに食肉牛の飼育であり,市 場経済に直結 した

産業で,ア ンタバンバの牛飼育 と同じ性格をもつ。

4.Arequipa県Cotahuasi谷

　 チ ュ キバ ンバ か ら北西 へ,コ ロ ブナ 山 の南 側 を 巻 くよ うにプ ー ナ地 帯 を ゆ くと,オ

コー ニ ャ谷 上 流 の コ タ ワ シ谷 に入 る。 コ タ ワ シ谷 も南 ペル ーの 西斜 面 の河 川 の例 に も

れず,両 側 は高 い断 崖 の 様 相 を呈 す る。 プー ナ は な だ らか な起 伏 の 連続 で あ るが,コ

タ ワ シ谷 は そ こか らお よそ2,000mも 探 く切 り こん で い る。 コ タ ワ シへ の下 り道 は,

ア ンデ ス高地 有 数 の急 峻 な 坂 道 で あ る。 プ ー ナの 端 か ら眼下 に コ タ ワ シの 町 が見 下 ろ

せ るが,そ の 急 坂 の上 部 は垂 直 な 断 崖 に も等 し く,灌 木 類 が辛 う じて 生 え る く らい で,

,人間 の生 活 は不 可 能 で あ る 。 海抜3,400mの あ た りか らや や傾 斜 が ゆ るま る が,そ
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写真8　 コタワシ谷。左端 の谷底にコタワシの町があ る

れ と共 に畑 が あ らわ れ る。 整 然 と した 階 段 畑 は な く,不 規 則 な 曲線 状 に石 積 みの 土 留

壁 を め ぐ らせ た 斜 面 畑 で あ る。 コ タ ワ シ の町 は 谷 底 の低 い段 丘 の上 に あ り,海 抜 約

2,700m,小 さな 雑貨 商店 が 多 く,住 民 は商 業 と農 場 経 営 を 営 む者 が多 い。

　 コタ ワ シか ら上 流 は,両 側 の 山の 斜 面 が 上 端 部 を除 くとや や ゆ るや か に な り,谷 底

の段 丘 と両 側 斜 面 に 畑 が作 られ て い る。 谷 底 部分 に は モ リェ,レ タマ,種 々 のサ ボ テ

ン,マ ゲ イ な どが よ く生 え,空 気 も暖 か いが,平 均気 温 が20°C以 上 にな る月 は な く,

ユ ンガ を思 わ せ る景 観 で は あ って も,キ チ ュ ワ地 帯 に入 る と して よい 。 コタ ワ シで は

ブ ドウや ア ンズ を 農 場 で作 るが,パ パ イヤ,バ ナ ナ,ル ク マ,ノ ぐカ エ,チ リモ ヤ な ど

ユ ンガ を代 表 す る果 樹 が な い こと か ら して も,キ チ ュ ワ地 帯 とい って よい 。換 金 用 の

ブ ドウや ア ンズ な どの 果 実 の ほ か に,畑 で は トウモ ロ コシ,ジ ャガ イモ,ソ ラマ メ,

オ オ ム ギ な どを 作 るが,こ れ らは ほ とん どが 自家 消費 に あて られ て い る。 ま た小 規 模

な が ら牧 草 地 も あ り,牛 が 飼育 され る。 ア ンタバ ンバ の牛 を コ タ ワ シ に運 び,そ こで

太 らせ て か ら市 場 に 出す こ と もあ る と い う。

　 コ タ ワ シか ら,上 流 の アル カ(Alca)ま で の 谷 底 部分 は,こ の よ う な農 業 が 行 な わ

れ るが,住 民 の ほ とん ど は メス テ ィー ソ で あ る。 そ して彼 等 は 自分 達 は スペ イ ン入 で

あ り,両 側 の 山 の斜 面 や プ ーナ に住 む人 び と,す な わ ち谷底 の人 び と がい う 「イ ンデ

ィヘ ナ」 とは ま った くち が う種 類 の者 で あ る と い う。 つ ま り,斜 面 や高 い と こ ろ に住

む の は イ ンデ ィオ で あ り,谷 底 の住 民 は 「ス ペ イ ン人 」 と 自称 す る メ ス テ ィ ー ソ も し

くは 白人 系 な の で あ る。

　 アル カ よ り上 流 部 の谷 間 や斜 面,お よ び コタ ワ シ周 辺 の 斜面 に は,大 小 の 村 が あ っ

て,た しか に住 民 の ほ とん ど は イ ンデ ィオ の よ うで あ る。斜 面上 の畑 で は トウ モ ロコ

シ,ジ ャガ イモ,オ オ ム ギ な ど を中 心 に,自 家 用 の農 業 を 営 ん で い る 。

　 谷 底 と斜 面 はキ チ ュ ワ地 帯 に入 り,斜 面 の上 方 で一 部 ス ー二地 帯 に入 るで あ ろ うが,
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コタワシ谷では,キ チュワ地帯が2分 され,下 方は換金用果実栽培や牛の飼育を行な

い,都 市との結びつきがきわめて強い。一方,上 半部の方は自給用の農業を営み,村

人間の相互扶助の慣習やプーナの牧民との交換なども行なわれている。アルカよりさ

らに上流部にも農村が点在するが,そ れより上のプーナは牧畜地帯で リャマとアルパ

カが数多く飼育される。この地方を現在調査中の稲村哲也によれば,牧 民の交易や交

換活動はかなり旺盛で,ア ンタバ ンバ,ク スコ県,ア レキーパ県カイヨマ郡などとの

交流が行なわれているという。

　 コタワシ谷の環境利用は表5の ようにまとめることができるが,プ ーナの住民と谷

間の住民との間には,つ い10年 位前まではかなり密接な関係があったようである。プ

ーナの住民は リャマという運搬手段の使い手で,谷 底や斜面の農民のところで収穫時

に作物を運搬する仕事を担当した。その他,獣 毛や乾肉などを持 ってきて,農 作物 と

交換 したり,商 品を買って帰 ったという。コタワシの近 くには,1年 程前閉鎖になっ

たが,ワ ルワ(Huarhua)と いうところに岩塩の鉱山があり,そ こでとれる塩を牧民

達はアンタバンバやパ ンパコルカなど,谷 あいの村や町へ運んでいた。なお,プ ーナ

の牧畜は,コ タワシなどに住む者の経営になる場合 もある。その場合プーナの住民は

家畜管理の仕事につ く雇われ者で,報 酬として家畜の一部を受けとっている。それで

も彼等は代々プーナで生きてきたのであり,リ ャマとアルパカの扱いについては熟練

している。家畜の所有者は町に住んで時折見廻りにゆく程度であるか ら,プ ーナの住

民は,自 己の所有になる家畜を飼育して,同 時に農業地帯 と接触を保って自活してゆ

かねばならない。

　 コタワシ谷のアルカあたりまでの谷間にはコヨタ(Coyota)と いう遺跡がある。コ

表5　 コ タ ワ シ 谷 の 環 境 利 用

海 抜

4,000m

3,800m

3,500m

環 境

プ ー ナ

ス ー 二

生 業 と 経 済

枚 畜:リ ャマ,ア ル パ

カ

農 業:ト ウモ ロコ シ,

ジヤガ イ モ,オ

オ ムギ

主 た る 集 落

エ ス タ ン シア に

分散

無 人

ワ イ ナ コ タ

タウ リスマ

環 境 利 用

交

換

3,000m

2,500m

キチ ュ ワ 農業 と牧畜(ウ シ)

果 樹:ブ ドウ,ア ンズ

商 業

ア ル カ

コ タワ シ

△:遺 　跡
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タワシの町の対岸の低い段丘上にある。粗石積ではあるが,3mか ら4mに 及ぶ高い

壁を作り,部 屋や広場を構成している。形はすべて長方形である。小 さな小山群の間

の窪地を利用し,遠 くからは見えにくくなっており,建 物は高い周壁の内側に集まっ

ている。土器片はインカ様式 らしいものが多いが,近 くでワリ様式らしい土器片 も数

点見出された。チュキバンバの背後のプーナ地帯の遺跡の建物とよく似ており,や は

りインカ時代の行政的機能をもつ建物かと思われる。なおコタワシ谷上流のプーナ地

帯からスー二地帯にかけて遺跡が多いということであるが,ブ イカの上方でコヨタに

よく似た建物の遺跡もある。この方は保存状態がよく,し かるべき調査が望まれる。

　 5.Moquegua県Puquina-Omate

　 ア レキ ー パ か ら東 方,海 抜3,000m前 後 の高 さ で 山腹 を ほ ぼ水 平 に横 切 る自動 車

道 は,プ キ ー ナを 経 て オ マ テ に通 じて い る。 プ キ ー ナ は じめ そ の東 西 に あ る小村 は,

ピチ ュ ピチ ュ(Pichupichu)と い う海 抜5,664　 mの 山 の 南 斜 面 に 位 置 して,一 般 に乾

燥 の 度 が 強 い。 ア ンデ ス山 脈 の 奥 で は な く,む しろ西 端 に近 い独 立 峰 の斜 面 で あ るた

め,谷 の水 も乏 しい。 そ れで も小 さな 谷筋 で は,海 抜3,000mあ た りか ら下 の 部分

に 幅 の せ ま い階 段 畑 が作 られ て い る。 ほ とん どが 乳 牛 用 の 牧草 を 植 えて い る。

　 プ キ ー ナ地 方 の 乳牛 飼 育 は1947年 以 後 の ことで,近 くの ア レキ ーパ に大 き な牛 乳 工

場 が で きて か らで あ る。 この牛 乳会 社 は,1942年 ア レキ ー パ 市 に工 場 を建 設,同 市 の

近 郊 を は じめ,プ キ ー ナ地 方 か らさ らに南 の モ ケ グ ア(Moquegua)谷 方 面 に まで 乳

牛 飼 育 を 奨 励 し,牛 乳確 保 の営 業 政 策 を実 施 した。 そ の た め ア レキ ー パ以 南 の諸 河 川

写真9プ キ ー ナ 付 近 の 農 地
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の下 流 部 は,ほ とん ど 乳牛 飼 育 地 帯 に変 って しま った 。 そ れ以 前 の プ キ ーナ 地 方 は,

トウモ ロコ シや ジ ャガ イ モ を作 り,自 給 して い た。 遠 くの プ ー ナ地 帯 か らも牧 民 が き

て交 換 を行 な い,ま た プ キ ー ナ の人 は,良 質 の ジ ャガ イモ の 種 芋 を求 あて チ チ カ カ湖

方 面 に よ く出 か けた とい う。

　 プ キ ー ナを す ぎて さ らに東 に進 む と,道 は タ ンボ川 の 谷 間 へ と下 る 。 そ して 海 抜

2,300mの コア ラケ(Coalaque)の 町 を通 り,2,200　 mの オ マテ に着 く。 両 側 の 山 は

茶 色 の ひ か らびた 土 と岩 ば か りで,谷 底 だ け が緑 で あ る。 コア ラケ とオ マテ で は,牧

草 と果 樹 を育 て て い るが,す べ て 外 部 に売 るた め の もの で,牛 を 飼 わ な い。 果 樹 に は

オ レ ンジ な ど もあ り,家 々の庭 に は,チ リモヤ,パ カ エな ど も植 え られて,ユ ンガ地

帯 の景 観 と な って い る。 ご く最 近 まで オ マテ に は,プ ー ノ県 の 牧 民 が下 りて きて,果

実類 を入 手 して 山 に 帰 った とい う。 しか し,ア レキ ーパ との つ な が りが密 接 に な り,

乳牛 用 の牧 草 を 作 る よ うに な り,さ らにモ ケ グ ア市 へ の 自動 車 道 が 開 通す る に お よ ん

で,オ マ テ と海 岸 低 地 の 都 市 との結 びつ き は強 まる一 方 で あ る。 後 述 す る が,プ ー ナ

地帯 の牧 民 の方 に も,べ つ の変 化 が生 じた 事 情 もあ って,オ マテ とプ ー ナの つ な が り

は も はや か つ て の よ うな緊 密 さは な い よ うで あ る。

　 途 中 散 見 した遺 跡 につ い て 若 干述 べ て お く。 ア レ キ ー パ の 東 約30kmの ボ ク シ

(Pocsi)谷 で は,東 側 斜 面 下 部 に階 段 畑 の 跡 が あ る。 今 日で は ま った く乾 燥 して い て

使 用 され て い な い。 プ キ ー ナの 町 はず れ の丘 は ベ ヤ ビ ス タ(Bellavista)と よ ば れ,

丘 の 上 は す べ て遺 跡 で あ る。石 壁 は ほ とん ど崩 され て,残 る もの はわ ず か で あ る が,

土 器 片,石 皿,バ タ ン(平 らな 上 面 を もつ石 臼用 の大 石)な どが表 面 に ち らば って い

る。 プ キ ー ナを 出 て少 し東 に ゆ き,ラ ・カ ピー ヤ(La　 Capilla)へ の分 岐点 の と こ ろ

に あ る マ ウ カ ヤ ク タ(Maucallacta)の 小 山 も遺 跡 で,た くさん の サ ボ テ ンが生 え る 。

円形 や 方 形 の小 部 屋 の よ うな石 壁 遺構 が乱 雑 に集 ま って い る 。 これ らの遺 跡 の 時 代 や

文化 的 系 統 は何 ひ とつ判 って い な いが,明 らか に イ ンカ様 式 の特 徴 を もつ 土 器 も見 出

さ れ る。 遺 跡 の 多 くは,3,000　 m前 後 の 小 山 の上 に あ る。

6.Moquegua県Moquegua谷

　 モ ケ グ ア谷 は,ア レキー パ か ら南 へ お よそ200㎞ の と こ ろに あ る。 この 谷 の水 は

東 の プ ー ノ県 の プ ー ナ に端 を発 し,モ ケ グ ア市 の 周囲 にせ ま い平 野 を作 った の ち に,

100㎞ 近 い峡 谷 とな って 太平 洋 に入 蒼。 モケ グ ア 市 は海 抜1・400mの 谷底 に あ り,

常 夏の 気 候 の もとで 雨 が 少 な く,周 囲 の山 は砂 漠 の景 観 を呈 す る。 ペ ル ー の海 岸 低 地

に一般 的 な果 樹 の ほ とん どが モ ケ グ ア に はあ り,典 型 的 な海 岸 ユ ンガ とい って よ い。
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　モケグア市周辺の平地は,今 日ほとんどが乳牛飼育の牧草地となっているが,ト ウ

モロコシをはじめ暖地向きの作物は何でもできる。谷をつめた東にはプーナ地帯がひ

ろが り,チ チカカ湖の方へつながっている。現在でも湖畔のプーノ市との交通は頻繁

であるが,イ ンカ帝国の時代には,チ チカカ湖岸の住民が トウモロコシや棉作りにこ

のモケグアの谷間を利用していた。Murraの 垂直列島論は,そ のようなチチカカ湖

畔住民の環境利用の形態に注目したところから生れたのである。

　モケグア市近郊の牧草作 りと牛の飼育は,最 近まではアシエンダによる経営であっ

たが,農 業改革以来個人経営に変った。牧畜と若干の農業に従事するのはメスティー

ソ達で,イ ンディオの要素はほとんどない。

　モケグア市の少 し上流25kmの ところに トラタ(Torata)と いう町がある。この

あたりまでの谷底部分は牧草地ばかりといってよい。例のアレキーパに大工場を もつ

牛乳会社が ミルクを確実に買って くれるので,安 定 した収入が得られるのである。 ト

ラタをすぎると山の斜面がはじまり,道 は登り坂 となる。斜面部は乾燥が強く,ほ と

んど荒地である。海抜3,000mか ら3,200mの あたりで,プ ーノへ続 く自動車道は,

急な斜面上に作 られた階段畑を横切ってゆく。 そ して道の右側の小山の上に,1㎞

四方あまりにわたる石造建築の遺跡がひろがる。 カマカ(Camaca)山 の西南麓にあ

るこの遺跡は,落 ちている土器片からしてインカ時代のものらしいが,そ のまわ りの

壮大な階段畑と共に,少 なくともインカ帝国のある時期に,大 規模な農地開発が この

あたりで行なわれたことを物語る。今 日ではまったくひからびた荒地で しかない。モ

ケグアからトラタまでの谷間はユンガ地帯であるが,こ のカマカ遺跡のあたりはキチ

写真10モ 　ケ　グ　ア　市　近 郊
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ユ ワ地 帯 で あ る。 しか し,モ ケ グ ア 谷 の キ チ ュ ワ地 帯 は,今 日無 人 の荒 地 と化 して い

る 。

　 さ らに高 く進 む と4,000m台 の プ ー ナ に な る。 ゆ るや か な起 伏 が ど こ まで も続 く

草 地 の ひ ろが りで あ る が,一 部 白い 粗砂 の砂 漠 もあ る。 プ ー ナの低 い と ころ に は湿 地

が 多 く,ア ル パ カ の 飼 育 に は 好適 で,事 実,こ の あ た りの プ ー ナ はペ ル ー で も有 数 の

ア ルパ カ飼 育 地 方 で あ る 。 プ ー ノ県 の 牧 民 は,ア イ マ ラ語 系 とケ チ ュ ワ語 系 とに分 か

れ る 。 ど の あた りに境 界 が あ るの か判 らな い が,モ ケ グ ア谷 に下 りて くる牧 民 の 多 く

は ア イ マ ラ語 系 で あ る。 但 し,た とえ ばパ ラテ ィーア(Paratia)の 牧 民 な ど も下 りて

くるの で,ケ チ ュ ワ語 系 もか な りい る と みな けれ ば な らな い[FLoREs　 OcHoA　 l　968]。

　 プ ー ナ の住 民 が ユ ンガ 地 帯 の モ ケ グ ア谷 に下 りて くる こ とは少 な くな った とい う。

か つ て は農 作 業 の 時 期 を 選 ん で か な りの 数 が 下 りて きて,作 物 の一 部 を 入手 して 帰 っ

て い た そ うで あ る が,低 地 の 農 業 が 換金 経 済 に転 ず る こ と にな って,プ ー ナ と の相 互

関 係 は切 れ て しま った。 モ ケ グ アの市 場 に は,ジ ャガ イ モ,ソ ラマ メ,キ ノ ア,チ ュ

ーニ ョ(凍 結 乾 燥 ジ ャガ イ モ)な ど
,高 地 産 の食 料 が た くさん 置 い て あ り,売 って い

る女 性 は明 らか に プ ー ナ や そ れ に近 い 高 地 出 身 の人 び とで あ る。 高 地 と低 地 の 関係 は,

直 接 的 な相 互 関 係 で は な く,貨 幣 を媒 介 とす る市 場 経 済 の なか の 関係 に変 って い る の

で あ る。

　 モ ケ グ ア谷 の 環 境 利 用 の形 態 は,表6の よ う に要 約 す る ことが で き る。先 に カ マ カ

遺 跡 を 紹 介 した が,モ ケ グ ア か らお よそ10km上 流 の 谷 間 に,も うひ とつ トゥ ミ ラ

カ(Tumilaca)遺 跡 が あ る。 石 積 の 家屋 や墓,消 耗 の は げ しい石 臼 と磨石 な ど が見 出

さ れ る。 さ らに そ の近 くに少 な くと も2カ 所 似 た よ うな遺 跡 が あ り,土 地 の 人 は チ ン

バ(Chimba)と い う名 を 与 え て い る。

表6モ ケ グ ア 谷 の 環 境 利 用

海 抜 環 境

プ ー ナ

生 業 と 経 済

牧 畜:ア ル パ カ,リ ャ

マ

主 た る 集 落

エスタンシアに

分散

環 境 利 用

4,000m

3,500m

2,500m

1,000m

ス ー 二

キ チ ュ ワ

ユ ン ガ

農 業:ト ウモ ロコシ

果 樹

牧畜(ウ シ)と 牧草作 り

無 人

無 人

トラタ

モケグア

△:遺 跡
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W.プ ー ナ の 牧 民

　ペルー南部高地の環境利用の考察においては,プ ーナ地帯の牧畜を営む人びとを無

視することができない。西斜面の谷間は,広 大なプーナに隣接しており,牧 民との関

係は古 くから密接であった。今回の調査はきわめて短期の表面的なものであったので,

牧民と谷間の農民との接触する状況を把握することができなかったが,比 較的最近ま

で牧民はよく谷間に下 りてきていたようである。また現在でも牧民との関係が経済的

に重要な役割を果している谷間の農村もあり,そ うした関係は牧民の方がむしろ高 く

評価 している面もある。ペルー南部のアンデス西斜面の環境利用を一般化する前に,

少 しく牧民のことを理解 しておきたい。

　最近南ペルーの牧民について,そ の経済,社 会,儀 礼等の諸側面への研究が増えて

きて,南 アンデスのプーナ地帯の牧民文化の理解が深まりつつある。そしてすべての

研究者が一致 して認めるところによれば,リ ャマとアルパカを飼育するプーナ地帯の

牧民の生活は,プ ーナという自然に最 もよく適応 した動物を利用 した,き わめて高い

適応型であり,そ の歴史も古い。ここでは,彼 等の経済活動特に農耕地帯との関係に

着 目してみる。

　牧民とはいえ,高 度との関係で牧畜専業の者から農耕を生業の一部にしている者ま

でいて,牧 畜と農耕の組合せの形は,場 所によっていろいろである。Custredは,プ

ーナを高低の2種 類に分け,高 プーナは徹底 した家畜飼育専業であるが,低 プーナで

はジャガイモ,オ ユコ,オ カ,キ ノア,カ ニワ,ソ ラマメ,オ オムギなどの栽培と家

畜飼育の両方を営み,家 畜と栽培の比重は,高 さ,耕 地に適する土地の大小等により,

さまざまに異なるという[CusTRED　 l　977:77-78]。

　牧民はプーナの自然に適応 した家畜飼育を行なっていて も,彼 等の食料の多くは農

産物である。 リャマやアルパカの肉は食料になるとして も,毎 日それを食べるわけに

はゆかない。各世帯の所有する頭数はそれ程多 くはなく,し かもアルパカの死亡率は

かなり高 く,草 地の場所が限られていて,密 度をたかめると損失の危険が増すのであ

る。モケグア県の場合,中 程度の牧民世帯は,最 低200頭 の リャマ,180頭 のアルパカ,

20頭のヒッジを持ち,最 低限の経済的自立のためには,リ ャマ30頭,ア ルパカ15頭,

ヒッジ10頭を必要 とする[CusTRED　 I　977:70]。 プーノ県のパ ラティーアでは,世帯

平均約500頭 の リャマとアルパカを もつ。少 し以前では,そ の内約160頭 がアルパカで

あった。しかしこれには非常に裕福な者 とほとんど所有する家畜のない貧 しい者 も含

むので,中 程度の世帯の保有数は300～400頭 であろうという[FLoREs　 OcHoA　 l977:
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136-138]。 ア レキ ーパ 県 カ イ ヨマ郡 の あ る地 域 で は,600　 km2の 土地 に112世 帯 が住

み,ア ル パ カ10,395頭,リ ャ マ3,580頭,ヒ ツ ジ3,886頭,ウ シ54頭,ウ マ9頭 を 飼 育

し,世 帯 平 均 約93頭 の アル パ カ,約32頭 の リャマ,約34頭 の ヒ ッ ジを 所有 す る こ とに

な る[CAsAvERDE　 l977:174]。

　 牧 民 の 食 事 は,ジ ャガ イ モ(チ ュ ー ニ ョを含 む),キ ノア,オ カ,カ ニ ワ,コ ム ギ,

オ オ ム ギ な どが 主 で,少 量 の 肉(リ ャマ,ア ル パ カ,ヒ ッ ジ の生 肉 と乾 肉)が それ に

加 わ る[FLoREs　 OcHoA　 1968:41]。 家 畜 か ら牧 民 が得 る もの は,ア ル パ カの 毛 が

第 一 に 重要 で,つ ぎ に肉 と脂 肪 で あ る。 皮 は細 ひ もや綱,サ ンダル に利 用 す る。 リャ

マ は 何 よ り も運 搬 用 動 物 と して 飼育 され る 。 ヒツ ジ は毛 よ り も肉 用 と して 飼 わ れ る。

そ の ほ か リャマ と アル パ カ は,犠 牲 に 供 され る こ と もあ る[FLoREs　 OcHoA　 l968:

93-96]。

　 アル パ カ 飼 育 に適 した と こ ろ は農 耕 の不 可能 な と ころ が多 く,い きお い牧 民 は何 ら

か の 形 で 農 産物 を 入手 しな けれ ば な らな い 。 そ の方 法 と して 第1に,自 分 達 が 農 耕 の

で き る土地 を 所有 し,そ こを 耕 作 す る とい う形 が あ る 。つ ま り,列 島型 か圧 縮 型 の 垂直

統 御 で あ る 。しか し,西 斜 面 で は この型 は見 出せ な い 。第2の 方 法 は,農 耕 地 帯 との 交

換 で あ る。 それ は古 くか らの慣 習 に従 って,農 耕 地 帯 の 知人 や 擬 制 親 族 を 相 手 の 物 々

交 換 で あ る。 この 点 につ い て は,い くつ かの 事 例 が 知 られて い る[CUSTRED　 l　974;

CAsAvERDE　 l977;FLoREs　 OcHoA　 l977a,1977b]。 第3に 貨 幣を な か だ ち に した

交 換 が あ る。 す な わ ち,プ ー ナ の産 物 を売 って ユ ンガ の谷 間で ブ ドウ,ア ンズ,イ チ

ヂ クな ど の乾 燥 果 実 を 入手 し,そ れ を キ チ ュ ワ地 帯 の 農 産物 と交 換 しプ ー ナ に も って

帰 る とい う もので あ る。 第4に 貨 幣 に よ る購 入 とい う方 法 で,産 物 を プ ー ナ も し くは

キ チ ュ ワや ユ ンガ の商 人 に 売 り,得 た金 で 必 要 な もの を 買 う とい う もので,ま った く

市 場経 済 の 上 に乗 った 方 法 で あ る。 第5に,こ れ は第2の 方 法 に加 え る こ と もで き る

か も しれ な い が,コ タ ワ シ谷 の場 合 の よ うに,農 耕 地 帯 で農 作 業 の手 伝 いを し,そ の

報 酬 に農 作 物 を得 る と い うや り方 で あ る。 こ れ は ワ ヌ コ県 で も行 な わ れて い る こ とで

もあ る[FoNsEcA　 MARTEL　 1972]。 最 後 に興 味 深 い 方 法 が あ る 。 そ れ は南 ペル ー の

西 斜 面 に特 有 な方 法 で あ る ら しい が,海 岸 に下 りて きて,コ チ ャユ ー ヨ(cochayuyo)

とい う青 海 苔 を と り,そ れを 農 民 に売 った り,農 作 物 と 交換 した りす る もの で あ る

[PEASE(ed.)1977]。 この 問 題 に つ い て は,本 号 の 増 田の 論 稿 に くわ しい の で それ

を 参 照 して頂 きた い 。

　 下 方 の土 地 か ら牧 民 が 入手 しな けれ ば な らな いの は食 料 だ け で は な い 。塩,砂 糖,

トウガ ラ シな どの 調 味料 の ほ か,石 油,糸,利 器,屋 根 用 の トタ ン板,ロ ウ ソ ク,乾
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電池,布,衣 服,鍋,食 器類等々,日 用品の種類は日ましに多くなる一方である。衣

服や食器,調 理具など,そ して住居は,昔 なら自前で整えるか,伝 統的な交換で最低

限の必要を満たしていたのであろうが,次 第に工業製品に依存することが多 くなって

きている。

　こうして,牧 民は結局プーナ地帯では自給自足できないことになる。おそらくプー

ナに住んで家畜を飼育 した当初か ら,彼 等は少なくとも食料の大半を農耕地帯に依存

していたのであろう。それが今日では,食 料以外の日用品も外に求めるようになって

きている。それは,ペ ルーの国内および国外での産業化のいきおいに原因があるが,

プーナ地帯のアルパカ毛は,す でに18世紀から商業資本の目をつけるところとなって

いて,特 に1830年 代後半からイギ リスの産業資本によるはたらきかけが急になった。

この間の事情はOrloveの 本にくわしい[ORLovE　 l977]。 そして1950年 代の自動車

道路の建設があって,プ ーナ地帯の牧民は,ア ルパカの毛をプーナ地帯で売 り,プ ー

ナ地帯に進出してきた商人を通して必要な品物を買うようになった。徒歩とリャマの

背による運鍛が,ト ラックを利用す る運搬に代 り,人 びとの動 く方向に変化が生 じた

り,移 動の距離が大きくなることもあった。

　 しかし,す べての牧民が トラック道の途中に住むというわけではない。依然として

へんぴな土地の多いのがプーナ地帯の特色である。牧民は,伝 統的な物々交換か ら貨

幣を媒介とした市場経済による交換まで,そ れぞれの土地の事情のもとに,農 作物や

工業製品を入手 しなければならず,リ ャマの群を追 って谷間まで歩いてくる場合 も多

い。Casaverdeも いうように,牧 民は海岸から東斜面の町まで広い範囲を動き,自 分

達に有利な形で必要な物品を入手 しようとする。たとえばアレキーパ県のカイヨマ郡

のある牧民は,南 海岸のカマナやシワスの谷,マ ヘス上流のキチュワ地帯の谷間の諸

村,そ して東北のクスコ市を交換や交易の対象地にしている[CASAVEru)E　 1977]。

プーノ県パラティーアの牧民は,東 はチチカカ湖岸はもとより,と きにはその東のボ

リビア領まで足をのば し,東 斜面低地で産するコカ,オ レンジ,ト ウモロコシを入手

する。南の方ではアレキーペ モケグア谷,プ キーナ,オ マテ,そ してマヘス谷上流

に出かける[FLoREs　 OcHoA　 1968:104～106]。

　 産業化のいきおいがプーナ地帯に及ぶのは19世紀後半で,ペ ルーの山地としては比

較的早かった。プーナ地帯は,農 耕地帯との相互関係を必須のものとしているが,産

業化の進展によって,農 耕地帯との関係は直接的である必要が減じた。 しかしながら,

自動車道路がプーナ地帯をくまなく走るということはないし,農 民との関係は,市 場

経済の立場からすると不利な場合で も,不 時のときの保障になることもあって,依 然
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表7カ イ ヨマ地 方 の牧 民 の交 易([CAsAvEru)El977:179]に 依 る)

地 域

訪 ね る 村 や 町

時 期

日 数(滞 在 日 数)

旅 行 手 段

交易に提供する物品

入 手 す る 物 品

交 易 の 方 法

海 岸

Sihuas Caman査

3-4月 2-4月

15

(5)

8

(3)

リ ャ マ 自 動 車

肉 肉

貨 幣

イ チヂ ク

トウモ ロ コ シ

コム ギ

イ チヂ ク

トウガ ラ シ

コ メ

交換と購入 購 入

山 間 の 谷 間(主 にColca谷) ク ス コ

Cabanaconde

Tapay

且uanca

Huambo

Lluta

Coporaque

Chivay

Yanque

Achoma,ほ か

Paucartambo

Yanaoca

Ocongate

Espinar,ほ カ》

5-6月 5-6月 7-8月 8-1Q月

10

(3)

12

(3)

8

(2)

40-60

(15-20)

リ ャ マ リ ャ マ リ ャ マ リ ャ マ

肉,毛,コ チ ャユ

ー ヨ,織 物,パ ン,

コカ,糸,ほ か

肉,織 物(ポ ンチ

ョ),ほ か

皮

コ

,

,

か

物

糸

ほ

織

,

,

,

働

糖

毛

労

砂

肉

革

力

イ チ ヂ ク,ト ウガ

ラ シ,コ チ ャユ ー

ヨ,肉,織 物,リ

ャ マ,貨 幣,ほ か

トウモロコシ

果 実

トウモ ロ コ シ

コ ムギ

オオ ムギ

オオムギ

コムギ

ソ ラマメ

チ ュ ー ニ ョ

ジ ヤガ イ モ

交 換 交 換 交 換 交換と購入

九
、マ
ー
㊦

純

爬
穐

×
圏
輩
風
買
苛
q
α
癌
熟
飽
潮

'
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表8　 パ ラ テ ィ ー ア 牧 民 の 牧 畜 と 交 易

売

る
も

の

交

易

牧
畜
活
動

毛と皮

生 肉

入手す
るもの

入 手
地 方

畜群の
移 動

家 畜
利 用

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

プ ー ノ 県 の プ ー ナ,ス ー 二 地 帯

(Lampa,　 Juliaca,　 cabanilla)

トウモ ロ コ シ
ジ ヤガ イ モ

オ オ ムギ

8月

イ チヂ ク,リ ンゴ
モ モ

パ一

県

キ

ノ

レ

　
」

ア
県
プ

9月

トウモ ロ コ シ
ジ ヤガ イ モ

ア レキーパ

県 の谷間
ワンカの市

10月

モケグア県 の谷 間

低 い と こ ろ の 草 地
　　　雨　　期

オ オ ム

ギ'
コム ギ

ア レキーパ

県プ
ーノ県

高 い と こ ろ の 草 地
　　　 乾　　期

11月 12月

交配,毛 の刈込み 屠殺,乾 肉作 り

雨期

([FLomas　 OcHoA　 1968:92]の 表 を修 正)

として維持されている例が多いのではなかろうか。ただ,変 るのはプーナばかりでな

く,農 耕地帯 も同様に産業化の波をかぶる。乳牛会社の政策で農耕地帯が牧場経営に

変 って しまえぱ,プ ーナの住民は伝統的な交換方式を捨てて,別 な方法で必要な食料

を入手 しなければな らな くなる。今 日,両 者の関係は急速な変化をしているようで,

伝統的な関係に関する事例を記録にとどめておく必要は大 きい。

W.ア ンデス西斜面の環 境利用 の類型 と歴史

　南ペルーのアンデス西斜面は,ア カ リー谷からタクナ谷までのおよそ600kmの 長

さにわたり,幅 は河口から源頭のプーナ地帯までの少なくとも250kmに 達する。先

述 した通り,こ の西斜面のい くつかの河谷の上流部を観察 したわけであるが,そ れを

もとにできる範囲で,西 斜面の環境利用の全体をまとめてみたらどのようなことがい

えるであろうか。以下,観 察結果のまとめと私見を述べてみる。

　まず第一に西斜面の環境からみてゆ くと,諸 河川の源頭部に広大なプーナ地帯が連

続 してひろがっている。 このプーナは,ア ヤクチョ県か ら南ヘチチカカ湖を包みこみ,

ボリビアからチ リ,ア ルゼ ンチンの北部にまでひろがり,比 較的なだらかで徒歩な ら

ば往来が容易である。 リャマとアルパカ,特 にアルパカの飼育に適するため,こ の地

帯には牧畜に専念する住民が多い。チチカカ湖岸やプーナの下限部では,ジ ャガイモ

はじめ寒冷の高地に適応 した何種類かの作物づくりを,牧 畜とあわせて行なう場合も

ある。1966年 当時,南 浸ルーのアルパカはおよそ300万 頭飼育されていた[ORLovE
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1977:239TABLE　 19よ り]。

　プーナ地帯の下はキチュワ地帯といってもよいが,Pulgar　 Vidalは 両者の間にス

ー二地帯を設け,チ チカカ湖岸の平野はスー二に入るとしている。ここを除 くと,ス

ー二地帯は,西 斜面を深 くえぐる河谷のキチュワ地帯の上部に見出される。その多 く

は谷の両側の斜面がプーナにつながるあたりにあり,一 般に傾斜が強 く,チ チカカ湖

岸のような集約的な農業は行なわれていない。しばしば灌木の生える未耕地で,建 築

材や薪などの調達の場所とされる。そして,キ チュワ地帯とプーナ地帯の両方の住民

が利用するが,接 近の難易が所属を決あているようである。

　キチュワ地帯は河谷の上流部の谷底や斜面にあって,ど こでも灌瀧をほどこした り,

規模の大きい階段畑を作 ったりして,集 約的な農耕や牧草栽培を行なっている。キチ

ュワ地帯は谷に沿 って細長 くのび,源 流部の方で盆地状にややひろがることが多い。

かつては,最 も重要にして集約的な食料生産地帯であったろうが,今 日では牧場経営

や牧草飼育の方がさかんになっていて,自 給用の食料を生産するのは,源 頭のせまい

谷間とか,上 流部の両側の急な斜面など,不 利な場所が多い。

　 ユンガ地帯は,キ チュワ地帯か ら少しはなれた,も っと下方の谷底に見出される。

一般に,キ チュワ地帯とユンガ地帯との間には,乾 燥の強い無人地帯がはさまる。ユ

ンガでは,バ ナナ,オ レンジ,パ パイヤ,サ トウキビ,コ メなど換金作物が大規模に

作 られる。 トウモロコシにしても,自 家用に供する必要量以上を生産し,外 部へ売 り

さばく。また,モ ケグア谷からタクナ谷までの河谷では牧草づくりと乳牛飼育が中心

である。

　 つぎにこれ ら環境間の関係についてみると,プ ーナ,キ チュワ,ユ ンガの各地帯に,

それぞれの環境開発を専業とする人びとが住み,異 なる環境区分を二つ以上同じ人も

しくはグループが利用することはない。別稿において,ア ンデス高地には,圧 縮型,

列島型,拡 散型,専 業型の4種 類の環境利用の類型が想定できると述べたことがある

が[大 貫　 1978],西 斜面は少なくとも今回見た例についていえば,す べて専業型に

入れることができる。専業型は,そ れぞれの環境区分を異なるエスニック ・グループ

が利用 し,区 分間には交換のシステムがあって相互補完が成立するというものであっ

た。エスニック ・グループとし℃各区分の今 日の住民をとらえることには問題がある

が,プ ーナの牧民とキチュワの農民との間の通婚関係はほとんどないし,キ チュワと

ユンガの住民間にも,日 常的な社会関係はなく,そ れぞれの環境区分の住民は,た が

いに異なる集団であると考えている。住民間に必要資源や物品の相互補完があるかと

いうと,こ れもかつての形は失なわれ,市 場を通しての入手という形が多 くなってい
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る。 した が って,先 に定 義 した 専 業 型 と は完 全 に一 致 しな い が,各 環 境 区分 の 住民 が

そ れ ぞ れ 異 な る 集 団 に属 す る とい う帰属 意 識 が強 い こ と と,ひ とつ の環 境 区 分 内 で は

自給 自足 で きず,つ ね に他 の 区 分 の生 産 物 を 何 らか の 方 法 で入 手 して 生 活 して い る と

い う点 で は,専 業 型 の 内容 に一 致 す る とい って よ い。

　 同 じキ チ ュ ワ地 帯 の 内部 が さ ら にふ たつ に分 か れ て 専 業 型 に な って い る例 が あ る 。

そ れ は コタ ワ シ谷 の場 合 で,谷 底 の 「ス ペ イ ン人 」 と斜 面 の 「イ ンデ ィヘナ」 で あ る 。

前 者 は 牛 の 飼 育 や換 金 作 物 の 栽 培 を 行 な い,後 者 は 自給 用 の 農業 を行 な う。両 者 の 関

係 は,山 間 の キ チ ュ ワ地 帯 と谷 底 の ユ ンガ地 帯 との 関 係 と同 じ性 質 の もので あ る。 ま

た,コ ラ コ ラ周 辺 の よ う に,コ ラ コ ラの住 民 は牧 畜 を,そ の近 くの チ ュ ンピの 住民 は

自給用 の農 業 を行 な う例 も あ る。 コ タ ワ シの場 合,キ チ ュ ワ地 帯 を高 度 の差(斜 面 対

谷底)で 区分 し,コ ラ コ ラで は平 面 的 な区 分 を して い る こ とに な る。 た だ,コ ラ コ ラ

の 場 合 も多少 の高 低 の ちが い が あ って,高 い と こ ろの 方 に平 地 が広 い の で牧 畜,低 い

方 は斜 面 を利 用 しての 農 耕 と,コ タ ワ シの高 低 区 分 が 逆 に な って い る傾 向 もみ られ る 。

　 プ ー ナ,キ チ ュ ワ,ユ ンガ の各 専 業 者 は,い ろい ろな 方 法 で,他 の環 境 か らの 産物

を 入手 す る 。入 手 の方 法 は大 別 して2通 りあ る。 第1は 交 換 で あ り,第2は 貨 幣に よ

る購 入 で あ る。 今 日,自 動 車 が い ろ い ろ な土 地 へ 入 るよ うに な り,町 や 村 に大 小 の商

店 が 増 え た 。 ま た,ど こか で 自動 車 道 に 出て,そ こか ら先 は 自動 車 に乗 って 晶 物 の売

買 に あ た る こ と もで き る よ うに な った。 か く して,第2の 購 入 と い う方 法 が 多 くな る

一 方 で あ る
。

　 第1の 方 法 は,伝 統 的 とい って よ く,先 史 時 代 か らす で に行 な われ て いた 。 今 日で

は,プ ー ナ地 帯 と キ チ ュ ワ地 帯 の 間 で のみ 見 出す こ とが で き る にす ぎ ない 。 そ れ も,

自動 車 の入 らな い,へ ん ぴ な 奥地 に多 く,自 動 車 の 通 る と ころで は急 速 に消 え つ つ あ

る。 た とえ ば オ マ テで はつ ぎの よ うな話 が あ る。 お よそ50年 前 ま で は,「 ラ ンペ ー ニ

ョス」(プ ー ノ県 ラ ンパ 地 方 の人)が す ば ら しい 土 器 とか,チ ュ ー ニ ョ,綱,ポ ンチ ョ,

手織 りの布 地 な ど を も って きた し,祭 の と き に は踊 り手 や楽 師 を 連 れ て きて家 々を ま

わ って歩 い た。 オ マ テ の人 び と は ひ き かえ に果 実 や トウモ ロ コ シ を 与 え た,と い う

[FLoREs　 OcHoA　 1977b:146]。 しか しこれ は50年 も前 の話 と して語 られ る と ころで

あ って,現 在 の オ マ テで は も うみ られ ない 。 そ れ で も,プ ー ナ地 帯 とキ チ ュ ワ地 帯 の

間 の物 々交 換 は,両 者 が近 接 し,し か も自動 車 の 便 の悪 い と こ ろで は,ま だ さ かん に

行 な わ れ て い る よ うで あ る[FLoREs　 OcHoA(ed・)1977;ALBERTI　 y　MEyER(eds.)

1974]。

　 交 換 と購 入 との 組合 せ 方 式 もあ る。 プー ナ の牧 民 が ユ ンガ や キ チ ュ ワの地 帯 で プ ー

74



大貫　 南部ペルーのアンデス西斜面における環境利用

ナの産物を金に変え,そ この特産物である乾燥果実などを購入し,キ チュワやスー二

の農産物と交換してプーナに帰るといった形である。先の牧民の項の表7や 表8に お

いて,こ の種の交換がみられる。交換のレー トは土地によってそれぞれ慣例があり,

一般に市場価格とはずれがある。市場経済の支配が強まるにつれ レー トの変化 も生 じ

ようし,一 度貨幣価値に直した上で,交 換が行なわれるようになるかもしれない。海

岸のアティコ(Atico)近 くで,海 際の岩場に小屋がけして海草(コ チャユーヨ)採 り

を していた男は,ア レキーパ県のカイヨマ地方の出身であったが,下 りて くる高地民

に海草の乾物を与え,代 りにジャガイモやチューニ ョを入手する。その場合,海 草の

小さい塊1個 を80ソ ーレス,大 きい方を140ソ ーレスとし,ジ ャガイモ1　kg　25ソ ーレ

スとして,等 価で交換するという。この男は,海 辺に住みつき,子 供をカマナの町で

学校に通わせ,水,ト ウモロコシその他をアティコの町で買 っているので,貨 幣で測

る価値を交換の基準にしている。

　労働を提供 して農産物を入手する方法もある。すでに過去の話になった らしいが,

コタワシでは,谷 底や斜面での収穫時にリャマを連れた牧民が手伝いに下 りてきて,

報酬として農産物を受取っていた。そして市場経済下の労賃 とはちが う基準で労働と

報酬とが決められていた。これと似た形で海岸のアシエンダなどへの出稼ぎがあった。

この場合は,市 場経済の原則が優越する。かつては産物で支払われることもあったが,

労働者と経営者との関係は基本的には市場経済の原理の上に成り立っている。

　 こうして,プ ーナ,キ チュワ,ユ ンガの間には物資の交流があり,そ れによって各

地帯の専業開発による生活が可能になっているわけであるが,物 資を交流させる主役

写真11　 アティコ付近の海岸 に住む高地民 の家
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は,移 動 と輸 送 の手 段 の所 有 者 で あ る。伝 統 的 な交 換 に よ る方 式 の 場 合 は,プ ー ナの

牧 民 で あ る。 市場 経 済 の優 勢 な と ころで は 商人 で,ト ラ ックを 所 有 す る者 とか,ト ラ

ックを 利 用 す る者 で あ る。 そ して,ト ラ ックに輸 送 を依 頼 す る者 が 圧 倒 的 に 多 い か ら,

輸 送 を 担 当す る者 は そ の町 や村 か ら遠 くはな れ た と こ ろを 本 拠 地 にす る,農 民 に と っ

て はや は りよ そ者 で あ る。 そ こで,伝 統 的 に せ よ そ うで ない にせ よ,物 資 の交 流 にた

ず さわ る者 は,キ チ ュ ワや ユ ンガ 地 帯 の 農 民 に と って は よそ 者 とい う こ と にな る。 伝

統 的 な 交 換 が優 勢 な と ころ ほ ど,移 動 す るの は牧 民 で あ る。 かつ て はキ チ ュ ワや ユ ン

ガ の 農 民 が い て,そ れ ぞ れ の土 地 で生 産 を行 な って も,自 分 達 で 動 くこ とをせ ず,プ

ー ナ の牧 民 の 動 きに依 存 して い た ので あ ろ う
。 キ チ ュ ワ の農 民 に と って 周 囲 の キ チ ュ

ワ地 帯 が 自 己の世 界 のす べ て で あ った 。 プ ー ナ や ユ ンガ は異 境 で あ る。 そ の 異境 にい

と もや す や す と出 入 りで きる の は牧 民 で あ る。 自分 達 の世 界 に と って 異 境 は タブ ーの

領 域 で あ る。 そ こを 自 由に動 く人 び とは,自 分 達 とは異 な る,タ ブ ーの 制 裁 か ら解 放

され て い る人 び とで あ る。牧 民 が農 民 か ら特 殊 な儀 礼 的 意 味 を 付 与 され るひ とつ の理

由 は,こ ん な と こ ろ にあ るの で は な か ろ うか 。

　 今 回 の調 査 地 はい ず れ も自動 車 道 の 通 じて い る とこ ろで あ る。 多 くはそ れ で も不 便

な と こ ろで,自 動 車 で ゆ け る 限界 に あ った わ けで あ る が,そ れ で もす で に市 場経 済 は

支 配 的 に な って い た 。 西斜 面 の河 川 の 源 頭 部 に は,自 動 車 道 の 通 じて い な い と ころが

多 く,そ こ は キ チ ュ ワ とプ ー ナ が接 す る と こ ろで もあ り,今 後 伝 統 的 な 垂直 統 御 の

環 境 利 用 を 調 べ る に は,そ こま で足 を の ば さね ば な る ま い。 コ タ ワ シ谷 の さ らに上 流

のパ ンパ マル カ(Pampamarca),ブ イ カ(Puica),マ ヘ ス谷 上 流 の パ ンパ コル カ,

同 じ くア ンダ ワ(Andagua)谷 や コル カ(Colca)谷,タ ンボ谷 源 頭 の イチ ュー ニ ャ

(lchufia),な どの 調 査 が 望 ま れ る。

　 そ の よ うな 自動 車 交 通 の 便 が な い か,あ るい は あ って も極 端 に不 便 な と ころ を除 け

ば,プ ー ナ,キ チ ュ ワ,ユ ンガ の環 境 区 分 帯 間 の伝 統 的 な相 互 依 存 関 係 は 弱 くな って

い る。 特 に ユ ンガ 地 帯 はそ の 関係 の網 目か ら完全 に離 脱 して い る。 そ の 離脱 は か な り

古 く,植 民 地 時 代 に は じ ま った と考 え られ る。

　 西 斜 面 の環 境 利 用 形 態 の 変 化 につ い て は,そ れ を知 る手 が か りが きわ め て少 な い。

文 化 庁 タ ク ナ支 所 長 のLuis　 Cavagnaro氏 に よる と,エ ス ノ ヒス トリー の面 か ら若 干

の種 族 名 や分 布 が 明 らか に され つつ あ る とい う。 タ ク ナ谷 と サ マ(Sama)谷 の 場 合,

イ ンカ帝 国 の支 配 よ り も前 に,海 岸 部 にChangos,　 Cachalacos,　 Camanchecosな ど

と い う人 び とが い て,谷 間 に はUrosと かAymaraな ど明 らか に高 地 系 と わ か る人

び とが い た ら しい 。 しか し,そ れ らの 名 前 と系 統 を は っ き りさせ る こ とは む ず か し く,
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む しろサ マ谷 か らタ クナ谷 の あ た りの イ ン カ帝 国直 前 の住 民 は,ア イ マ ラ語 系 や ウ ロ

ス族 系 で,す べ て チ チカ カ 湖 か らプ ー ノ県 の プ ーナ 地 帯 の 出身 者 で は ない か とい う。

16世 紀 の記 録 で は,イ ンカ 時 代 か ら16世 紀 中頃 まで チ チカ カ湖 岸 の住 民 が サ マや モケ

グ ア の谷 間 に畑 を 作 って い た とあ り,そ れ はMurraに よ って 紹 介 され た と先 述 した。

少 な く と もア レキ ーパ 以 南 の 谷 間 低地(海 岸 ユ ンガ と キ チ ュ ワ地 帯)で は,プ ー ノ県

の プ ー ナ とス ー 二 の地 帯 の住 民 が 直 接 利 用 す る,あ の列 島 型 の 垂 直 統 御 が行 な わ れ て

い た の で あ ろ う。 海 浜部 に は,イ テ(Ite),メ カ(Meca),ビ ラ ビ ラ(Vila　 Vila),ト モ

ヨ(Tomoyo),ボ カ ・デ ル ・リオ(Boca　 del　Rio)な どの 遺 跡 が あ り,タ クナ 谷 や サ

マ谷 の 谷 間 に も遺 跡 が あ る。 ま た先 に述 べ た よ うに モ ケ グ ア谷 に も大 小 の遺 跡 が あ る。

これ ら谷 間 か ら海 辺 の遺 跡 や そ こか らの遺 物 と,チ チ カカ 湖岸 な ど高 地 の それ とを 比

較 す る考 古 学 的 研 究 が 望 まれ る と ころで あ る。 そ れ よ り北 の ア テ ィ コ谷 まで の 部 分 に

つ いて は,ほ とん ど研 究 が な され て い な い。 た だ チ ュ キバ ンバ 様 式 の よ うに,キ チ ュ

ワ地 帯 に大 き な遺 跡 を築 いた 歴 史 が あ った ことを 想 定 す るだ け で あ る。 この文 化 が キ

チ ュ ワ地 帯 に本 拠 を 置 きつ つ,下 方 の ユ ンガ と ど の よ うな 関 係 を も った の か興 味 深 い

問 題 で あ るが,マ ヘ ス川 下 流 での 遺 跡 の 所在 は不 明 の ま まで あ る。

　 西 斜 面 の地 形 の 特 色 を説 明 した と き に,河 川 が河 口まで 深 い峡 谷 を な して,海 岸部

に 広 い 平 野 を 作 って い な い と述 べ た が,そ れ ゆ え に で あ ろ う,南 ペル ーの 海岸 部 には

人 口の 大 きい 強 力 な 社会 が成 立 しな か った よ うで あ る。 した が って,高 地 の 人 び とが

直 接 的 に利 用 で きた の で あ ろ う。 それ に対 して,ナ ス カ谷 以 北 の河 谷 に は,古 くか ら

農 耕 社 会 が確 立 して お り,高 地 の社 会 とは緊 張 した 関 係 の 上 に交 流 を保 って い た 。 そ

して 上 流 の ユ ンガ 地 帯 に は,低 地 と高 地 の両 方 か ら接 近 が試 み られ,衝 突 す る こ と も

あ った 。 リマ市 の 北 のチ ヨ ン(Chi116n)谷 上 流 につ い て の訴 訟 事 件 が その1例 で あ る

[RosTwoRowsKI　 l977:21-97]。

　 南 ペル ー西 斜 面 の河 谷 上 流 のキ チ ュ ワ地 帯 で は,16世 紀 に はす で に専 業 型 が 強 か っ

た の で は な い か と思 われ る。 それ 以 前 は列 島型 と か圧 縮 型 もあ った か も しれ な い が,

イ ンカ 帝 国 の 政 策 が 専業 型 を促 進 した と思 わ れ るふ しが あ る 。1586年 のVisitaの 記 録

に よ る と,コ タ ワ シの ほ か に ア チ ャ ン ビ(Achambi)と トロ(Toro)と い う村 が あ り,

後 の2村 は イ ンカ に直属 す る ヤ ナ コ ナの 住 む と ころ で,プ ー ナ に位 置 して い た とい う。

また アル カで は谷 間 で 農耕 を し,高 い と こ ろで 家 畜 を 飼 った と あ る。 しか し同 時 に,

谷 間 に下 りて くる イ ンデ ィオ の い た ことが 記 され て い て,彼 等 は コタ ワ シで トウ モ ロ

コ シ,コ ムギ,ガ ル バ ン ソ(ス ペ イ ンか ら入 って きた マ メ 。 α6θ7副 θ痂Wη),ジ ャガ

イ モ,ブ ドウ,ブ ドウ酒 を求 め,ア ル カで は織 物 を 入手 し,ユ ンガ地 帯 の谷 間 か ら ト
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ウガ ラ シ,カ マ ロ ン(川 で とれ る ザ リガ ニ),棉 な どを も って き た とい う[JIMENEZ　 DE

LA　EsPAI])A　 l965]。 ・この動 くイ ンデ ィオが 牧 民 な の か ど うか 明 らかで な いが,コ タ

ワ シあ た りで 飼 う リャ マ は草 が少 な く育 ち が悪 い と あ り,お そ ら く も っ と飼 育 に適 し

た と ころ に住 む リャマ飼 い 達 とみ られ る。'

　 当 時 コタ ワ シや アル カ に は,2,300人 の既婚 の 男 子 が い て,か な りの人 口 を擁 して

い た 。 ア ル カ で は谷 底 の方 で トウモ ロ コ シ とコ ムギ,斜 面 で ジ ャガ イ モ と キ ノ ア を作

って い た 。 しか し,年 代 は不 明 だ が,谷 底 部 分 は ス ペ イ ン人 や そ の 子 孫達 に取 られ,

彼 等 の ア シエ ンダ に な り,古 くか らの住 民 は斜 面 に押 しこめ られ た 。 プ ー ナ地 帯 の利

用 もで きな くな り,牧 民 の 専 業 的 利 用 か ア シエ ンダ 経 営 にな った 。 ユ ンガ とほ ぼ並 行

して,・西 斜 面 の キ チ ュ ワ地 帯 と プ ーナ地 帯 の一 部 が,伝 統 的 垂 直 統 御 の シス テ ム か ら

離 脱 して い った 。 しか し,大 半 の キ チ ュ ワ とプ ー ナ は古 い形 で 残 った 。

　 プ ーナ 地 帯 は,1836年 以 後,主 と して イ ギ リス資 本 の 進 出 に よ り,国 際 経済 に結 び

つ け られ て ゆ く。 ア ルパ カ の毛 の 商 品 価 値 はた か ま る一 方 で,20世 紀 初 頭,ク ス コ県

シク ワ ニ(Sicuani)は アル パ カ毛 取 引 の 中 心 とな った 。 以 後 の 大 まか な 経 過 に つ い て

はOrloveの 研 究 か ら要 約 す る。20世 紀初 め,シ ク ワ ニ に は周 辺 の プ ー ナ地 帯 か らロ

バ や リ ャマの 背 に担 わ れ て,ア ル パ カ の毛 が 運 び こま れ た。 一 方,農 産 物 や 工 業 製 品

も町 に あふ れ,活 発 な取 引 が行 なわ れ た 。 ア レキ ー パ とは鉄 道 が通 じ,物 資 の 大 量 輸

送 が可 能 にな って い た 。鉄 道 は遠 距 離 間 の 輸送 に威 力 を発 揮 した が,沿 線 の 外 の プ ー

ナ や キ チ ュ ワ地 帯 は動 物 の 力 に頼 らね ば な らな か った 。 しか し,農 産 物 や 獣 毛 の 動 き

は頻 繁 だ った。1930年 代 か ら1940年 代 に おい て,道 路 建 設 が 進 み,ト ラ ック輸 送 が増

して い った。 それ と共 に,交 易範 囲 は広 くな り,商 人 達 も次第 に 奥地 の方 へ 入 り こん

で ゆ く。

　 1945年 か ら1955年 に か けて,ト ラ ック輸送 はつ い に鉄 道 を 打 負 か した 。 鉄道 よ り安

い 運 賃 の 魅 力 は,人 も物 資 も トラ ックの 方 へ ひ きつ けて しま った 。 そ れ と共 に,シ ク

ワニ の 日曜市 だ け で な く,多 くの 町 で 祭 日に あわ せ て 市 が 開 か れ る よ うに な った 。各

町 の 政 治 的 指 導 層 も市 の 開催 を 奨 励 し,祭 日の宣 伝,交 易 商 入 へ の よび か け な どを行

な った。 小 さ な町 に も商 店 がで き,従 来 の 消 費生 活 の様 式 を 変 え て い った 。牧 民 によ

る物 資 の移 動 の重 要 性 は減 じて い った[ORLovE　 1977;147-153]。

　 こ の よ うな プ ー ナの 動 き と軌 を一 にす るか の よ うに,西 斜 面 下 部 で も産 業資 本 の 活

動 が 活 発 化 した 。 ア レキ ーパ に牛 乳 会 社 が 設 立 され,1950年 代 初 頭 に は ア レキ ーパ 以

南 の ユ ンガ地 帯 は乳 牛 飼 育 に傾 い て い った 。 や が て影 響 は さ らに キ チ ュ ワ地 帯 に も及

び だ し,プ キ ー ナ周 辺 や チ ュキ バ ンバ 谷 が 牛 乳 取 引 の 網 の 目に組 み こまれ た 。 お そ ら
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く自動車道路はそれより少 し早くから,主 要河川の上流部のキチュワ地帯に入ってい

たであろう。それに沿 って,プ ーナ地帯に入っていった商業 も,徐 々にキチュワ地帯

に浸透していったことと思われる。そして,ユ ンガとキチュワの一部で も,牧 民の移

動に依存する必要性が減 じたのである。

　こうして,プ ーナ地帯の特殊性が西斜面の専業型垂直統御を生んだのであるが,そ

の同じ特殊性が牧民から,各 環境区分を相互に結びつける役割を奪 ってゆき,垂 直統

御の運営の障害となった。しかし,下 方にも垂直統御の重要性の減小に対応できる新

しい道が同時に生れつつあった。すなわち乳牛飼育や牧草作 りである。これによって,

それまで牧民に依存 していた部分を,市 場経済に頼ることが可能になった。西斜面の

垂直統御は,早 い時期にユンガが離脱したにもかかわ らず,人 びとの生活にとって必

要不可欠のシステムであった。しかし,19世 紀末から20世紀前半にかけて,高 低両方

に垂直統御を必ずしも必要としな くてよい事情が生 じ,垂 直統御システムは崩壊の度

をはやめたのであった。

皿.結 論

　南ペルーのアンデス西斜面は,上 方に広大なプーナ地帯をもち,そ こから流れ落 ち

る河川は深い峡谷をえぐって太平洋に注ぐ。西斜面には大きな台地が海辺まで張 り出

しているため,河 川は峡谷の形をとり,下 流に大きな平野を作 らなかった。したがっ

て,下 流部に大きな人口をもつ強力な社会が発展することもなかった。このことは,

高地の人びとが下流部の谷間にある,や やせまいユンガ地帯を直接的に利用する,い

わゆる列島型の垂直統御を可能ならしめた。Murraの 紹介したように,そ れは非常

に規模の大きい垂直統御であった。

　 しかしながら,現 在見る限り,西 斜面の垂直統御は専業型が圧倒的である。特にマ

ヘス川以北では,プ ーナ,キ チュワ,ユ ンガの3区 分がはっきりしており,キ チュワ

地帯の農業従事者の数が非常に多い。一方,タ ンボ,モ ケグア,サ マの河川やアレキ

ーパ西南のプキーナ地方ではキチュワ地帯が小さく,モ ケグア谷のように,か つては

大規模な開発が行なわれたが,今 日まったくの荒地と化したところもある。西斜面 に

は,専 業型と列島型の2類 型が16世紀当時に存在したのかもしれない。そういう歴史

的側面,特 に植民地時代の歴史については,今 後の研究が少 しずつ明らかにしてゆ く

ことであろう。

　今日,プ ーナ地帯は,依 然としてラクダ科家畜の飼育がさかんである。南のプーナ
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にはアイマラ語を話す牧民が,広 いプーナの各所にエスタンシアを作って家畜飼育に

あたっている。彼等は日常の食料に関 して下方の農産物を必要としている。そのため,

家畜から生れる特産物をもって,農 産物と交換する。現在,物 々交換は減少の方向に

あり,牧 民はいろいろな方法で現金を入手し,し かるのちに必要な食料その他を入手

する傾向が強まっている。

　プーナ地帯に獣毛産業が積極的に進出するのは19世 紀後半以降で,20世 紀中頃には

自動車輸送が一般化 した。それと共に,商 業がプーナ地帯の奥深 くまで浸透し,伝 統

的な交換によらなくても,必 要物資を入手できる別の道が開かれた。

　一方,キ チュワ地帯には,海 岸の都市社会に結びつく道があり,1950年 代には牛乳

会社の進出がさかんで,乳 牛飼育や牧草栽培を専業とし,食 料その他必要物資は市場

を通 して入手できるようになったら こうして,プ ーナとキチュワ双方で,伝 統的な垂

直統御に代る道が用意され,し かもほとんど同時にそれが進行 したために,大 きな混

乱 もな く垂直統御は弱められていった。

　ユンガ地帯は,早 くからスペイン人の手に落ちて,換 金経済へと変っていた。すな

わち,ユ ンガ地帯は早 くから垂直統御のシステムから離脱 していた。

　 しかしながら,垂 直統御のシステムは,ま ったく消え去 ったわけではない。今回の

調査地域よりもさらに奥では,ま だ昔 日に比較できるような重要性を保ちつづけてい

る可能性がある。また,ほ とんど市場経済の支配下に入った地域でも,プ ーナの牧民

が動いて,若 干の食料や物資を流通させているところもある。西斜面の垂直統御の実

態と歴史については,今 後できるだけ早く調査と研究を進める必要がある。

垂直統御という用語は,Murra　 [1972]が 提唱したもので,「 生態学的ゾーンの差

異を最大限に利用する」適応形態といえるが,Webstcr[1971]は,「 多様な生態学的

ゾーンの複合的開発」と定義する。そしてそれには,別 稿で述べたように,い くつも

の類型が想定でき,実 際'に機能 している[大 貫　1978]。 今回広 くみてまわった西斜面

で も,高 度や地形による生態学的条件の差異が,歴 史的事情とあいまって,異 なる生

活様式を作 りあげている。しかし,過 去も現在 も,ア ンデス高地の高度差利用をすべ

て垂直統御というには抵抗がある。

　たとえば,高 地の住民が低地に一時的に下 りてきて,賃 労働に従事 し,そ こで得た

金で物資を買って高地に帰るような場合,あ るいは低地の市場で物資を購入する場合,

あるいは先述 したアティコの海辺の海草採りのように,貨 幣を価値の基準として物々

交換を行なう場合,こ れらは,伝 統的垂直統御の形ではない。あえて伝統的というに

は意味がある。つまり,先 スペイン期以来の垂直統御,そ して今日へんぴな地域の物

80



大貫　 南部 ペル ーのア ンデス西斜面にお ける環境利用

々交換に支えられる垂直統御には,市 場経済 とは異なる原理が基礎にある。市場経済

のなかでの物と物との交換はその場限りの1回 で終るが,垂 直統御のなかの交換は継

続を前提としている。何世代にもわたる継続であることもある。交換のレー トは市場

価格 とは無縁である。長い目でみれば,市 場価格の変動が間接的な影響を与えて,レ

ー トの変更もあるだろうが,レ ー トは一般にかなり長期間固定的であり,地 方ごとに

慣習化している。

　 そこで,垂 直統御 とは,先 のMurraやWebsterの 定義に対 して,異 なる生態学的

ゾーン間の交換は市場経済とは異なる慣習的基準による,と いう条件を追加したもの

となる。ではその慣習的基準とは何であろうか。別稿[大 貫　1978]で 紹介 したよう

に,た とえばチャウビワランガに明らかなように,異 なる生態学的ゾーン間で行なわ

れる交換は互酬的慣習なのである。したがって,垂 直統御システムのなかの交換は,

市場経済の原理ではなく,互 酬の原理に立脚している。それは,先 スペイン期の社会

的経済的諸関係の根底にある原理でもあり,そ れゆえに 「伝統的」なのである。専業

型や拡散型を垂直統御とする場合,伝 統的垂直統御に限定 しなければならない。異な

る生態学的ゾーンを複合的に利用することは,ア ンデス独自の特徴ではない。もしそ

こにアンデス的なるものを求あようとするならば,ア ンデスの社会関係の基底にあっ

て,垂 直統御をも成 り立たせている互酬性に到達 し,そ れを掘り下げてゆかねばな ら

ない。そ してその互酬性から,異 なる生態学ゾーンの複合利用をとらえるとき,は じ

めて垂直統御のアンデス性が浮かびあがるのではあるまいか。
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